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一　

は
じ
め
に

　

東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
戦
前
の
レ
コ
ー
ド
の
中

に
は
、
通
常
の
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
再
生
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
。
パ
テ
社
の

縦
振
動
レ
コ
ー
ド
、
日
東
蓄
音
器
株
式
会
社
（
ニ
ッ
ト
ー
）
の
長
時
間
レ
コ
ー
ド
、
日

本
フ
ィ
ル
モ
ン
社
の
フ
ィ
ル
モ
ン
音
帯
の
三
種
類
で
あ
る
。

　

縦
振
動
レ
コ
ー
ド
と
フ
ィ
ル
モ
ン
音
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
内
容
の
一
部

を
報
告
し
て
き
て
い
る（「「
特
殊
再
生
装
置
を
要
す
る
音
盤
」パ
テ
ー
縦
振
動
レ
コ
ー
ド
」

『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告　

６
』
平
成
二
十
四
年
三
月
・「
フ
ィ
ル
モ
ン
音
帯
に
関
す

る
調
査
報
告
」『
無
形
文
化
遺
産
研
究
報
告　

５
』
平
成
二
十
三
年
三
月
）。
本
稿
で
は

大
正
末
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
発
売
さ
れ
て
い
た
ニ
ッ
ト
ー
の
長
時
間
レ
コ
ー
ド

を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

二　

ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
概
要

　

戦
前
、
一
般
的
に
流
通
し
て
い
た
平
円
盤
七
八
回
転
レ
コ
ー
ド
の
収
録
時
間
は
、
一

〇
イ
ン
チ
盤
が
片
面
で
三
分
前
後
、一
二
イ
ン
チ
盤
が
四
分
半
前
後
で
あ
っ
た
。
レ
コ
ー

ド
片
面
で
は
収
ま
ら
な
い
演
目
は
、
分
割
し
て
録
音
作
業
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ

の
た
め
、
レ
コ
ー
ド
の
収
録
時
間
を
延
ば
す
様
々
な
工
夫
（
発
明
）
が
な
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。ニ
ッ
ト
ー
が
大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）十
一
月
に
発
売
し
た
長
時
間
レ
コ
ー

ド
は
、
一
二
イ
ン
チ
盤
で
片
面
一
〇
分
以
上
の
録
音
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
、
そ
れ
ま
で
の
レ
コ
ー
ド
と
は
異
な
る
規
格
で
製
作

さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
レ
コ
ー
ド
が
角
速
度
一
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
ニ
ッ
ト
ー
長

時
間
レ
コ
ー
ド
は
線
速
度
一
定
で
あ
っ
た
。

　

平
円
盤
レ
コ
ー
ド
は
、
回
転
す
る
平
円
盤
の
音
溝
か
ら
レ
コ
ー
ド
針
が
振
動
を
受
け
、

そ
こ
か
ら
再
生
音
を
得
て
い
る
。
音
溝
は
外
側
か
ら
内
側
に
向
か
っ
て
切
っ
て
あ
る
こ

と
が
多
い
。
一
般
の
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
一
定
の
回
転
数
で
回
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
る
。
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
の
回
転
速
度
が
一
で
あ
る
と
き
、
音
溝
を
進
む
レ
コ
ー

ド
針
の
速
度
は
次
第
に
遅
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
三
〇
セ
ン
チ
レ
コ
ー
ド
の
外
側

の
円
周
は
、
円
周
率
を
三
と
す
れ
ば
九
〇
セ
ン
チ
、
最
も
内
側
の
音
溝
が
中
心
か
ら
五

セ
ン
チ
辺
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
内
径
は
一
〇
セ
ン
チ
、
そ
の
円
周
は
三
〇
セ
ン
チ
と
な

る
。
同
一
時
間
内
で
レ
コ
ー
ド
針
が
進
む
距
離
は
三
倍
に
な
っ
て
し
ま
う
。
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
の
回
転
数
が
変
化
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
レ
コ
ー
ド
針
が
音
溝
を
進
む
速
度
に

関
し
て
は
、
再
生
の
当
初
（
外
側
）
が
最
も
速
く
、
内
側
に
進
む
に
つ
れ
て
漸
減
す
る
。

こ
れ
が
角
速
度
一
定
で
作
製
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
の
特
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
平
円
盤

レ
コ
ー
ド
の
場
合
、
線
速
度
一
定
よ
り
角
速
度
一
定
の
方
が
遥
か
に
技
術
的
に
容
易
で

あ
る
。
た
だ
し
、
再
生
音
の
音
質
は
、
レ
コ
ー
ド
針
の
進
行
速
度
が
よ
り
遅
い
内
側
が
、

外
側
に
比
べ
て
劣
っ
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ニ
ッ
ト
ー
の
長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
、回
転
数
を
次
第
に
変
化
さ
せ
る（
よ
り
速
く
す
る
）

〔
資
料
紹
介
〕
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド

飯　
　

島　
　
　
　
　

満
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こ
と
で
、
レ
コ
ー
ド
針
の
進
行
速
度
を
一
定
に
保
持
し
（
線
速
度
一
定
ま
た
は
等
線
速

度
）、
長
時
間
の
収
録
を
可
能
に
し
て
い
た
。
再
生
音
の
初
め
と
終
わ
り
で
音
質
が
次
第

に
劣
化
し
て
ゆ
く
の
を
抑
え
る
効
果
も
期
待
で
き
る
。
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
発
明

品
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
一
月
を
最
後
に
、
新
譜
は
発
売

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
営
業
的
に
は
失
敗
し
た
製
品
だ
っ
た
こ
と
に
な

る
。

　

音
盤
が
線
速
度
一
定
で
製
作
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
再

生
に
は
、
専
用
の
速
度
調
節
器
ま
た
は
専
用
の
蓄
音
器
が
必
要
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
そ
う
し
た
再
生
装
置
も
ニ
ッ
ト
ー
が
生
産
販
売
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
数

年
で
姿
を
消
し
た
製
品
で
あ
っ
た
た
め
、
完
品
で
現
存
す
る
速
度
調
節
器
あ
る
い
は
動

態
保
存
さ
れ
て
い
る
専
用
再
生
機
は
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
存
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
。

少
な
く
と
も
、
収
蔵
す
る
公
的
機
関
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ま
で
に
線
速

度
一
定
で
回
転
を
制
御
で
き
る
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ
ー
ド
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
は
商
品
化
さ

れ
て
い
な
い
（
ち
な
み
に
Ｃ
Ｄ
の
回
転
は
線
速
度
制
御
）。
専
用
再
生
機
が
入
手
で
き
な

い
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
、
き
わ
め
て
厄
介
な
音
声
媒
体
な
の
で
あ
る
。

　

ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
に
関
し
て
は
、
歴
史
的
な
事
実
関
係
も
含
め
、
大
西
秀

紀「
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
復
元
再
生
に
つ
い
て
」が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
基
礎
文
献
で
あ
る
。

Ｃ
Ｄ
三
枚
組
の
『
復
元　

幻
の
「
長
時
間
レ
コ
ー
ド
」
山
城
少
掾　

大
正
・
昭
和
の
文

楽
を
聞
く
』
紀
伊
國
屋
書
店
（
二
〇
〇
六
年
）
の
解
説
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
文
献
か
ら
数
多
く
の
情
報
を
得
て
い
る
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
集
に
は
、
豊
竹
山
城
少
掾
少
掾
（
一
八
七
八
―
一
九
六
七　

録
音
当
時
は

二
世
豊
竹
古
靱
太
夫
）
と
四
世
鶴
沢
清
六
（
一
八
八
九
―
一
九
六
〇
）
に
よ
る
義
太
夫

節
浄
瑠
璃
三
演
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
に
吹
き
込
ま
れ

て
い
た
演
奏

―
各
演
目
と
も
レ
コ
ー
ド
四
枚
組
な
の
で
合
計
す
る
と
レ
コ
ー
ド
一
二

枚
分

―
で
、
Ｃ
Ｄ
タ
イ
ト
ル
に
「
復
元
」
と
あ
る
よ
う
に
、
音
声
デ
ー
タ
を
デ
ジ
タ

ル
処
理
に
よ
り
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

等
速
で
回
転
す
る
音
盤
上
で
レ
コ
ー
ド
針
が
進
む
速
度
は
、
そ
の
時
点
で
の
音
盤
の

直
径
か
ら
算
出
で
き
る
。
回
転
数
を
一
定
に
し
た
ま
ま
、
つ
ま
り
通
常
の
レ
コ
ー
ド
の

よ
う
に
角
速
度
一
定
で
再
生
収
録
し
た
デ
ジ
タ
ル
音
声
に
対
し
て
、
次
第
に
遅
く
な
る

レ
コ
ー
ド
針
の
速
度
変
化
に
同
期
さ
せ
、
ピ
ッ
チ
を
漸
次
上
げ
て
行
く
よ
う
な
処
理
を

行
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
理
屈
の
上
で
は
線
速
度
一
定
で
再
生
し
た
も
の
と
等
価
の
音

声
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
技
術
的
に
可
能
で
あ
っ
て
も
、
実
現
は
容
易
な
こ

と
で
な
い
。
そ
の
困
難
で
手
の
か
か
る
復
元
作
業
に
携
わ
っ
た
の
が
大
西
秀
紀
氏
で
あ

る
。

　

デ
ジ
タ
ル
編
集
に
よ
る
復
元
作
業
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
前
出
「
長
時
間
レ
コ
ー
ド

の
復
元
再
生
に
つ
い
て
」
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
単
に
作
業
手
順
の
解
説

に
と
ど
ま
ら
ず
、
収
録
再
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
、
そ
の
解
説
は
委
曲
を
尽
く

し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
ニ
ッ
ト
ー
の
録
音
・
再
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
一
応
は
線
速
度
一
定

的
で
は
あ
っ
て
も
、
厳
密
に
は
そ
の
よ
う
に
動
作
し
て
い
な
か
っ
た
」
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
新
た
な
知
見
も
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
録
音
文
化
史
と
い
う
側
面
か
ら
も
、

非
常
に
重
要
な
文
献
で
あ
る
。

三　

東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
の
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド

　

東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
（
旧
芸
能
部
）
が
所
蔵
し
て
い
る
ニ
ッ
ト
ー

長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
、
一
三
タ
イ
ト
ル
（
二
枚
組
・
三
枚
組
各
一
）
一
六
枚
で
あ
る
。

　

東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
音
盤
目
録
』
は
、
Ｓ
Ｐ
の
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
安
原
仙
蔵
（
一
九
〇
三
―
五
五
）
の
旧
蔵
レ
コ
ー
ド
（
一
九
六
一
年
に
当
時
の
東

京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
へ
譲
渡
）
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
時
間
レ
コ
ー

ド
は
、
そ
の
収
録
内
容
に
よ
っ
て
『
音
盤
目
録
Ⅲ
』
と
『
音
盤
目
録
Ⅳ
』
に
分
け
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
所
蔵
の
全
体
像
が
必
ず
し
も
明
瞭
で
は
な
か
っ
た
。
こ

こ
で
改
め
て
所
蔵
一
覧
を
掲
載
す
る
所
以
で
あ
る
。
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東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
「
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
」

種
目

演
者
　
　
　
　
　
　﹇
レ
ー
ベ
ル
表
記
﹈

演
題
　
　〔
レ
ー
ベ
ル
表
記
〕

レ
コ
ー
ド
番
号

表
示
演
奏
時
間

発
売
年
月
日

長
唄

杵
屋
登
美
　
　
　
　﹇
杵
屋
登
美
﹈
他

秋
の
色
種
〔
秋
の
色
種
〕

L
3

A
/L

3
B

**

一
一
分
〇
八
秒
／
Ｂ
面
判
読
不
能

大
正
15
年
11
月

L
4

A
/L

4
B

**

一
〇
分
四
〇
秒
／
Ｂ
面
判
読
不
能

大
正
15
年
11
月

長
唄

杵
屋
登
美
　
　
　
　﹇
杵
屋
登
美
﹈
他

供
奴
　
　〔
供
奴
〕

L
15

A
/L

15
B

一
二
分
〇
三
秒
／
一
一
分
五
〇
秒

大
正
15
年
12
月

落
語

初
代
桂
春
団
治
　
　﹇
桂
春
団
治
﹈

ら
く
だ
　〔
ら
く
だ
〕

L
16

A
/L

16
B

一
〇
分
二
八
秒
／
一
〇
分
三
五
秒

大
正
15
年
12
月

講
談

大
島
伯
鶴
　
　
　
　﹇
大
島
白
鶴
﹈*

寛
永
三
馬
術
　出
世
の
春
駒

L
17

A
/L

17
B

　九
分
〇
〇
秒
／
一
〇
分
一
五
秒

大
正
15
年
12
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　〔
曲
垣
平
九
郎
　出
世
の
春
駒
〕

L
18

A
/L

18
B

一
〇
分
〇
八
秒
／
一
〇
分
一
五
秒

大
正
15
年
12
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

L
19

A
/L

19
B

　九
分
五
五
秒
／
　九
分
五
〇
秒

昭
和
2
年
1
月

落
語

初
代
桂
春
団
治
　
　﹇
桂
春
団
治
﹈

足
上
が
り
〔
足
あ
が
り
〕

L
43

A
/L

43
B

　九
分
〇
五
秒
／
　九
分
〇
五
秒

昭
和
2
年
6
月

長
唄

四
代
目
芳
村
伊
四
郎
﹇
芳
村
伊
四
郎
﹈
他

多
摩
川
　〔
多
摩
川
〕

L
49

A
/L

49
B

　九
分
二
八
秒
／
　九
分
二
七
秒

昭
和
2
年
6
月

清
元

清
元
巴
栄
太
夫
　
　﹇
巴
栄
太
夫
﹈
他

お
半
　
　〔
お
半
〕

L
54

A
/L

54
B

　九
分
〇
〇
秒
／
　八
分
二
二
秒

昭
和
2
年
9
月

落
語

五
代
目
笑
福
亭
松
鶴
﹇
笑
福
亭
枝
鶴
﹈

宿
屋
仇
　〔
宿
屋
の
仇
討
〕

L
60

A
/L

60
B

　九
分
〇
三
秒
／
　九
分
一
三
秒

昭
和
2
年
9
月

落
語

二
代
目
立
花
屋
花
橘
﹇
立
花
屋
花
橘
﹈

辻
占
茶
屋
〔
辻
占
茶
屋
〕

L
61

A
/L

61
B

　七
分
五
〇
秒
／
　九
分
三
五
秒

昭
和
2
年
9
月

落
語

初
代
桂
春
団
治
　
　﹇
桂
春
団
治
﹈

宿
替
え
　〔
宿
替
〕

L
63

A
/L

63
B

　九
分
三
五
秒
／
　九
分
三
四
秒

昭
和
2
年
9
月

箏
曲
長
唄
立
花
家
美
之
助
　
　﹇
美
之
助
﹈
他

吾
妻
八
景
〔
吾
妻
八
景
〕

L
65

A
/L

65
B

　八
分
三
〇
秒
／
　八
分
五
五
秒

昭
和
2
年
9
月

落
語

初
代
桂
春
団
治
　
　﹇
桂
春
団
治
﹈

延
陽
伯
　〔
円
陽
伯
〕

L
74

A
/L

74
B

　九
分
〇
〇
秒
／
　九
分
〇
〇
秒

昭
和
2
年
12
月

落
語

五
代
目
笑
福
亭
松
鶴
﹇
笑
福
亭
枝
鶴
﹈

高
津
の
富
〔
高
津
の
富
籤
〕

L
82

A
/L

82
B

　九
分
三
四
秒
／
一
〇
分
四
九
秒

昭
和
3
年
1
月

*
L
19

A
/L

19
B

の
レ
ー
ベ
ル
表
記
は
「
大
島
伯
鶴
」

**
レ
ー
ベ
ル
に
演
奏
時
間
不
表
示
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一
覧
の
「
表
示
演
奏
時
間
」
と
は
、
レ
コ
ー
ド
レ
ー
ベ
ル
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
大
西
氏
は
「
録
音
時
に
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
実
測
し
た
時
間
と
考
え
ら
れ
、

再
生
速
度
の
目
安
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
、
七
七
種
が
発
売
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
東
文
研
の

所
蔵
数
、
一
三
タ
イ
ト
ル
一
六
枚
は
必
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、新
譜
の
発
売
期
間
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
一
月
か
ら
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）一
月
の
わ
ず
か
一
年
と
数
か
月
で
あ
っ
た
。
極
め
て
短
期
間
で
消
え
て
し
ま
っ

た
製
品
で
あ
る
上
に
、
通
常
の
蓄
音
器
で
は
う
ま
く
再
生
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
災
い

し
て
、
残
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
の
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
（
昭
和
館
で
も
収
蔵
は
三
枚
）。

七
七
種
の
全
て
が
現
存
し
て
い
る
の
か
も
定
か
で
は
な
い
。
今
後
の
調
査
の
進
展
に
期

す
こ
と
に
し
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
レ
コ
ー
ド
の
価
値
は
、
骨
董
的
な
稀
少
性
だ
け
で
は
か
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
よ
り
重
要
な
の
は
録
音
の
内
容
で
あ
る
。

豊
竹
山
城
少
掾
と
四
代
目
清
六
の
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
が
Ｃ
Ｄ
化
さ
れ
た
の
も
、
以
前
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
た
演
奏
だ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
無
形
文
化
遺
産
部
で
は
、
所

蔵
レ
コ
ー
ド
の
中
か
ら
、
ま
ず
は
落
語
を
中
心
に
復
元
再
生
を
大
西
秀
紀
氏
に
依
頼
し
、

実
際
の
収
録
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
初
代
桂
春
団
治
（
一
八
七
八
―
一
九
三

四
）、
二
代
目
立
花
家
花
橘
（
一
八
八
四
―
一
九
五
一
）、
五
代
目
笑
福
亭
松
鶴
（
一
八

八
四
―
一
九
五
〇　

録
音
当
時
は
三
代
目
笑
福
亭
枝
鶴
）
と
い
う
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
活
躍
し
た
大
阪
落
語
を
代
表
す
る
噺
家
に
よ
る
口
演
記
録
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
が
制
作
販
売
さ
れ
て
い
た
大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
は
、

年
代
的
に
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
録
音
（
旧
吹
込
み
）
の
時
代
で
あ
る
。
ラ
イ
ブ
収
録
さ

れ
た
落
語
で
は
な
い
こ
と
は
、
あ
え
て
断
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
大
衆
演
芸
で
あ
る

落
語
で
は
、
客
入
れ
を
し
て
い
な
い
ス
タ
ジ
オ
収
録
は
、
お
し
な
べ
て
評
価
が
低
い
。

盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
口
演
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

復
元
再
生
し
た
落
語
は
、
ど
れ
も
が
十
分
に
満
足
で
き
る
出
来
栄
え
で
あ
っ
た
。
落
語

と
し
て
、い
ま
で
も
通
用
す
る
よ
う
な
口
演
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー

ド
片
面
の
平
均
的
な
収
録
時
間
は
三
分
前
後
、
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
は
そ
の
三

倍
で
あ
っ
た
。
最
長
で
一
〇
分
以
上
、
腰
を
折
ら
れ
る
こ
と
な
く
録
音
で
き
る
こ
と
が
、

落
語
の
吹
込
み
で
は
良
好
な
結
果
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
が
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
の
は
、
次
の
三
枚
で
あ
る
。
レ
コ
ー
ド
番
号
の
に
続
く
亀
甲
括
弧

【　
　

】
内
の
番
号
は
、
本
研
究
所
の
整
理
番
号
で
あ
る
。

　

１　

初
代
桂
春
団
治
『
足
あ
が
り
』Ｌ

43
【
一
八
―
一
一
】
九
分
〇
二
秒
・
九
分
〇
六
秒

　

初
代
春
団
治
の
『
足
上
り
』
は
、こ
の
レ
コ
ー
ド
が
唯
一
の
音
源
と
な
る
。『
足
上
り
』

は
芝
居
噺
で
、
現
行
で
は
歌
舞
伎
『
四
谷
怪
談
』
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
コ
ー
ド

で
は
別
の
狂
言
、
小
平
太
の
幽
霊
が
出
る
芝
居
と
な
っ
て
い
る
。
寡
聞
に
し
て
、
人
名

の
一
致
す
る
歌
舞
伎
狂
言
を
知
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
噺
で
は
登
場
人
物
の
一
人
（
年

増
の
芸
子
）
が
「
弁
天
座
で
高
嶋
屋
が
芝
居
し
て
ま
ん
ね
」
と
言
っ
て
お
り
、
番
頭
一

行
は
そ
の
観
劇
に
出
か
け
る
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
高
嶋
屋
と
は
年
代
的
に
二
代
目
市

川
右
団
治
（
一
八
八
一
―
一
九
三
六　

明
治
四
十
二
年
に
二
代
目
を
襲
名
）
で
あ
ろ
う
。

二
代
目
右
団
治
は
大
正
十
二
年
八
月
弁
天
座
『
小
幡
小
平
治
』
に
出
演
し
て
い
る
（『
近

代
歌
舞
伎
年
表　

大
阪
篇
』
第
七
巻
）。

春
団
治
の
『
足
上
り
』
は
、
こ
の
芝
居
を
念
頭
に
置
い
て
演
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

２　

二
代
目
立
花
家
花
橘
『
辻
占
茶
屋
』

Ｌ
61
【
一
八
―
一
四
】
七
分
五
〇
秒
・
九
分
四
〇
秒

　

二
代
目
花
橘
が
吹
き
込
ん
だ
『
辻
占
茶
屋
』
は
、他
に
ニ
ッ
ポ
ノ
ホ
ン
『
辻
占
』
一
枚
、

ニ
ッ
ト
ー
『
恋
の
辻
占
』
三
枚
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
東
京
文
化
財
研
究
所
に
所
蔵
）。
な
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お『
恋
の
辻
占
』の
レ
ー
ベ
ル
に
は「
鴻
池
家
御
依
嘱
」と
あ
る
こ
と
か
ら
私
家
盤
で
あ
り
、

市
販
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

花
橘
の
『
辻
占
茶
屋
』
は
前
半
部
分
の
み
の
録
音
で
あ
る
。
お
囃
子
（
音
曲
）
と
の

掛
合
い
に
な
る
部
分
を
収
録
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
サ
ゲ
も
付
け
ら
れ
て
お
り
、

成
り
行
き
任
せ
の
時
間
切
れ
と
い
っ
た
よ
う
な
不
完
全
な
録
音
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

な
お
『
恋
の
辻
占
』
三
枚
の
収
録
箇
所
も
、
本
レ
コ
ー
ド
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　

３　

五
代
目
笑
福
亭
松
鶴
『
高
津
の
富
籤
』

Ｌ
81
【
一
八
―
一
三
】
九
分
四
二
秒
・
一
〇
分
五
三
秒

　

五
代
目
松
鶴
の
『
高
津
の
富
』
は
、本
レ
コ
ー
ド
が
唯
一
の
音
源
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　

残
念
な
が
ら
『
高
津
の
富
』
も
完
演
で
は
な
い
。
あ
と
一
分
も
あ
れ
ば
、
サ
ゲ
ま
で

収
録
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
両
面
と
も
ニ
ッ
ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
上
限
に

近
い
収
録
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
致
し
方
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
『
辻

占
茶
屋
』
と
同
様
、
決
し
て
不
完
全
な
記
録
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
最
後
ま
で
余
裕
を

感
じ
さ
せ
る
口
演
で
あ
り
、
三
〇
分
前
後
は
か
か
る
演
目
な
が
ら
、
オ
チ
が
異
な
っ
て

い
る
以
外
は
、
約
二
〇
分
で
見
事
に
ま
と
め
上
げ
て
い
る
。
レ
コ
ー
ド
収
録
に
際
し
て

万
全
の
準
備
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

『
高
津
の
富
』
は
五
代
目
松
鶴
の
得
意
と
し
て
い
た
演
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
速
記
で
し
か
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
高
津
の
富
』
が
、
ほ
ぼ
完
演
に
近
い

形
で
聴
け
る
状
態
に
な
っ
た
意
義
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
音
声
記
録
し
て
優
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
を
、
文
字
情
報
で
伝
え
る
の

は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
長
時
間
レ
コ
ー
ド
か
ら
文
字
起
し
し
た
落
語
三
席
を
、
参

考
資
料
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。
こ
れ
だ
け
の
文
字
情
報
が
滞
り
な
く
戦
前
の
レ
コ
ー
ド

一
枚
に
込
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
口
演
の
好
調
さ
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
年
度
、
無
形
文
化
遺
産
部
が
主
催
し
た
公
開
学
術
講
座
『
昭
和
初
期
上
方
落
語
の

口
演
記
録
』（
平
成
二
十
五
年
十
月
五
日
・
東
京
国
立
博
物
館
平
成
館
大
講
堂
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
全
く
と
い
っ
て
い
い
程
に
聞
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ニ
ッ
ト
ー

長
時
間
レ
コ
ー
ド
を
題
材
に
取
り
上
げ
、
可
能
な
限
り
多
く
の
時
間
を
割
い
て
、
落
語

の
口
演
記
録
を
聞
い
て
い
た
だ
く
企
画
を
立
て
た
。
発
明
品
と
し
て
画
期
的
だ
っ
た
ば

か
り
で
な
く
、
上
方
落
語
の
分
野
に
お
い
て
も
極
め
て
優
れ
た
録
音
成
果
を
残
し
た
レ

コ
ー
ド
で
あ
っ
た
こ
と
を
、収
録
内
容
と
も
ど
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
参
考
資
料
は
、
公
開
学
術
講
座
の
配
布
資
料
に
一
部
訂
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。
遺
憾
な
が
ら
聞
き
取
れ
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、ブ
ラ
ン
ク
と
な
っ
て
い
る
。
ニ
ッ

ト
ー
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
収
録
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
順
次
、
紹
介
し
て
ゆ
く

予
定
で
あ
る
。

　

文
字
起
し
に
際
し
て
は
、
次
の
方
々
に
ご
助
力
を
賜
り
ま
し
た
。

　

記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

大
西
秀
紀　
　

岡
田
則
夫　
　

中
川
桂

《
参
考
文
献
》

大
西
秀
紀
「
長
時
間
レ
コ
ー
ド
の
復
元
再
生
に
つ
い
て
」

　
『
復
元
幻
の
「
長
時
間
レ
コ
ー
ド
」
山
城
少
掾　

大
正
・
昭
和
の
文
楽
を
聞
く
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
伊
國
屋
書
店
（
二
〇
〇
六
）
解
説
書
所
収

小
佐
田
定
雄
「
上
方
落
語　

は
め
も
の
き
っ
か
け
帳
」

　
　

足
上
が
り
『
芸
能
懇
話
』
第
二
号
（
一
九
九
〇
・
一
）

　
　

辻
占
茶
屋
『
芸
能
懇
話
』
第
八
号
（
一
九
九
四
・
七
）

露
の
五
郎
編
『
五
代
目
笑
福
亭
松
鶴
集
』
青
蛙
房
（
一
九
七
一
）

豊
田
善
敬
編
『
桂
春
団
治　

は
な
し
の
世
界
』
東
方
出
版
（
一
九
九
六
）

都
家
歌
六
『
落
語
レ
コ
ー
ド
八
十
年
史
』
国
書
刊
行
会
（
一
九
八
七
）

林
家
染
丸
『
上
方
落
語　

寄
席
囃
子
の
世
界
』
創
元
社
（
二
〇
一
二
）
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　参
考
資
料
１

　『
足
あ
が
り
』
桂
春
団
治

ニ
ッ
ト
ー
レ
コ
ー
ド
　Ｌ
43

（
前
囃
子
）

エ
ー
相
変
わ
り
ま
せ
ず
、
お
笑
い
ぐ
さ
一
席
申
し
上
げ
ま
す
。
色
町
の
お
噂
が

ど
う
も
い
い
よ
う
に
心
得
て
お
り
ま
す
ね
が
。
い
く
つ
何
十
に
な
り
ま
し
て
も
、

お
茶
屋
ち
ゅ
う
も
ん
は
具
合
の
え
え
も
ん
で
、
あ
ら
ぁ
ハ
マ
ラ
メ
の
里
と
か
申

し
ま
し
て
、何
じ
ゃ
こ
う
、歯
で
美
味
し
い
も
ん
を
味
お
う
て
、目
で
え
え
事
を

見
ま
し
て
、
耳
で
え
え
事
を
聞
く
。
あ
ら
も
う
し
、
お
茶
屋
ち
ゅ
う
も
ん
は
具

合
の
え
え
も
ん
で
、
あ
ん
ま
り
行
く
な
り
、
い
や
な
事
言
い
ま
せ
ん
け
ど
、
お

茶
屋
も
お
金
を
使
わ
ん
ち
ゅ
う
と
、
な
ん
じ
ゃ
こ
う
火
箸
の
内
で
こ
う
、
二
階

へ
上
げ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

「
今
日
は
人
が
つ
か
え
て
お
り
ま
ん
ね
、
ま
た
出
直
し
て
お
く
ん
な
は
れ
」

あ
い
つ
は
具
合
悪
う
お
ま
す
け
ど
、お
金
さ
え
　

つ
こ使　う

て
る
ち
ゅ
う
と
、色
町
ち
ゅ

う
の
は
具
合
の
え
え
も
ん
で
、
何
言
う
た
か
て
、
イ
ヤ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。

「
姉
貴
、
ち
ょ
っ
と
す
ま
ん
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
な
ん
じ
ゃ
で
、
小
鉢
も
ん
か
何
ぞ

で
一
つ
、
も
う
一
つ
食
わ
し
て
ほ
し
ん
や
、
今
日
は
。
腹
が
な
ご
む
ね
や
さ
か

い
」

「
ハ
ア
、
え
え
で
ぇ
」

て
な
も
ん
で
。

「
女
子
呼
び
に
や
っ
て
や
」

「
ハ
ア
、
え
え
で
ぇ
」

何
で
も
「
ハ
ア
、
え
え
で
ぇ
」。
イ
ヤ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
あ
れ
も
段
々
と
越
え

て
き
ま
す
る
ち
ゅ
う
と
、
も
う
あ
ん
た
、

「
お
茶
屋
で
一
杯
」「
そ
ん
な
ん
お
も
ろ
な
い
」

「
今
日
は
ど
な
い
し
ょ
う
」「
今
日
は
ど
こ
そ
こ
へ
行
こ
う
」

「
須
磨
が
よ
か
ろ
う
」「
い
や
舞
子
が
よ
か
ろ
う
」

と
、
み
ん
な
出
遊
び
に
お
出
で
に
な
り
ま
す
る
が
、
ど
う
す
る
か
知
ら
ん
と
思

う
と
、
ま
た
、

「
芝
居
行
き
が
よ
か
ろ
う
」

相
方
の
女
子
が
ゴ
ジ
ャ
ゴ
ジ
ャ
言
う
ち
ゅ
う
と
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

芝
居
へ
さ
し
て
お
出
で
に
な
り
ま
す
が
。

丁
度
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
　

せ
ん
ば
　

船
場
　
　

へ
ん辺　の

番
頭
で
ご
ざ
り
ま
す
。
親
方
の
金
を
ば
使

う
て
る
ち
ゅ
う
の
ん
で
や
す
さ
か
い
、
親
方
は
ち
ょ
っ
と
も
ご
存
知
じ
や
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。
女
子
が
た
め
に
、あ
ん
た
、弁
天
座
へ
さ
し
て
芝
居
行
き
ち
ゅ
う
や

つ
、具
合
の
え
え
も
ん
で
す
な
。
丁
稚
一
人
連
れ
よ
っ
て
、相
方
の
女
子
と
、ば

あ
や
ん
の
芸
子
と
、
お
茶
屋
の
姉
貴
と
五
人
連
れ
ち
ゅ
う
や
つ
。
芝
居
が
段
々

す
ん
で
仕
舞
い
ま
す
る
ち
ゅ
う
と
、
　

よ夜
　に
入
り
ま
し
て
な
、
ア
ア
モ
シ
、
も
う

二
幕
で
仕
舞
ち
ゅ
う
時
分
に
、
小
僧
を
呼
び
な
は
っ
て
、

■「
ア
ア
コ
レ
、
亀
吉
や
」

▼「
ヘ
エ
、
番
頭
は
ん
何
で
」

■「
ハ
ア
、
ど
こ
へ
行
っ
て
た
ん
」

▼「
い
ま
ア
ノ
幕
し
ま
り
ま
し
た
ん
で
な
あ
、
で
、
わ
し
ア
ノ
、
小
便
い
っ
と
り
ま
す
」

■「
ア
ア
そ
う
や
っ
た
か
。
す
ま
ん
け
ど
、
も
う
二
幕
ほ
ど
残
っ
て
ん
ね
が
、
見
せ
て
や

り
た
い
け
ど
も
、
家
の
首
尾
が
あ
る
の
ん
で
、
い
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
て
」

▼「
ヘ
エ
よ
ろ
し
ゅ
、
よ
ろ
し
ゅ
お
ま
。
帰
ら
し
て
も
ら
い
ま
す
。
な
ん
の
あ
ん
た
、
二

幕
く
ら
い
結
構
で
、
こ
ん
だ
け
見
せ
て
も
ろ
う
た
ら
、
番
頭
は
ん
結
構
で
や
す
か
ら
」

■「
ア
ア
、
ま
た
今
度
あ
ら
た
め
て
な
、
近
日
お
前
一
人
や
っ
て
や
る
け
え
、
今
日
だ
け

1
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は
、
い
ん
で
も
ら
い
た
い
」

▼「
ヘ
エ
、
心
得
や
し
た
。
何
ぞ
ご
用
事
」

■「
イ
ヤ
用
て
あ
ら
へ
ん
の
や
け
ど
な
、家
に
帰
っ
た
ら
、
　

だ
ん
さ
ん

旦
様
　に
そ
う
言
う
て
く
れ
。
番

頭
ど
ん
は
と
お
尋
ね
に
な
っ
た
ら
、
今
宵
は
井
上
は
ん
の
手
形
の
事
で
ち
ょ
っ
と
ヒ

マ
が
い
り
ま
す
。
井
上
の
旦
那
様
と
二
人
で
ご
　

し
ゆ酒　を

召
し
上
が
り
上
が
り
、
手
形
の

方
の
話
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
遅
う
な
り
ま
す
の
で
、
お
店
一
党
寝
て
も
ら
い
ま
す
る

よ
う
に
、
旦
様
に
も
そ
の
事
言
う
て
く
れ
と
、
こ
う
仰
り
ま
し
た
と
、
こ
う
言
う
て

な
。
そ
っ
ち
先
に
帰
っ
て
お
く
れ
」

▼「
よ
ろ
し
や
す
。
そ
な
ら
、
帰
ら
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
ヘ
エ
。
そ
ち
の
姉
さ
ん
、
ご

ゆ
っ
く
り
。
そ
ち
ら
の
、
ち
ょ
っ
と
ア
ノ
…
…
、
ア
ノ
お
ば
は
ん
」

◇「
お
ば
は
ん
て
な
ん
や
ね
」

▼「
こ
ら
、
お
お
き
に
失
礼
。
ど
う
も
姉
貴
」

■「
生
意
気
な
物
言
い
す
な
て
」

◇「
い
に
な
は
っ
た
ら
、
番
頭
は
ん
の
事
、
あ
ん
じ
ょ
う
言
う
と
い
て
あ
げ
て
」

▼「
ヘ
エ
、
よ
ろ
し
や
す
。
と
に
か
く
ま
あ
、
ど
ん
尻
ま
で
、
お
頼
申
し
ま
す
」

■「
そ
ん
な
お
か
し
げ
な
物
言
い
す
な
、
コ
レ
。
サ
ア
い
ん
で
く
れ
。
コ
レ
コ
レ
、
こ
こ

に
一
両
あ
る
で
、
エ
ー
電
車
に
で
も
乗
っ
て
行
く
か
、
自
動
車
で
も
乗
っ
て
」

▼「
お
お
き
に
。
番
頭
は
ん
、
い
つ
も
こ
れ
気
付
け
て
も
ら
い
ま
し
て
、
わ
て
ホ
ン
マ
に

も
う
、
番
頭
は
ん
好
き
で
や
ん
ね
。
第
一
ど
こ
に
行
き
な
は
っ
て
も
、
わ
し
、
お
供

さ
せ
て
も
ろ
う
て
お
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ
の
一
両
も
頂
き
ま
し
た
ら
、
ま
た
家
に

帰
り
ま
し
て
な
あ
、
御
祝
儀
に
も
ら
っ
た
一
両
て
な
こ
と
、
う
ま
い
事
言
う
と
き
ま

す
さ
か
い
」

■「
そ
ん
な
お
か
し
げ
な
物
言
い
す
な
、
コ
レ
。
あ
ん
じ
ょ
う
言
う
と
き
や
」

▼「
ヘ
エ
お
お
き
に
。
さ
よ
な
ら
ど
な
た
も
御
免
、
御
免
。
ハ
ハ
ア
、
有
難
い
な
あ
、
こ

ら
あ
、
バ
ー
ン
と
一
両
も
ろ
う
て
。
え
え
番
頭
は
ん
や
、
う
ち
の
番
頭
は
ん
は
。
ど

こ
へ
行
く
か
て
、
わ
い
、
お
供
さ
せ
て
く
ら
は
ん
ね
ん
。
番
頭
は
ん
に
さ
え
付
い
て

行
っ
た
ら
、
も
う
小
遣
い
銭
に
不
自
由
せ
え
へ
ん
ね
や
、
有
難
い
な
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
い
ん
だ
と
こ
で
、
お
店
、
み
ん
な
寝
と
る
や
ろ
。
い
つ
も
番
頭
は
ん
と
二
人

で
、

『
お
帰
り
、
番
頭
さ
ん
お
帰
り
で
や
っ
せ
』

慌
て
て
表
開
け
て
く
れ
よ
ん
ね
け
ど
、
今
日
俺
一
人
い
ん
だ
く
ら
い
で
は
、
な
か
な

か
急
に
は
開
け
て
く
れ
へ
ん
。

『
誰
や
』

『
亀
吉
で
や
ん
ね
』

『
一
人
か
え
』

『
ヘ
エ
』

『
し
ば
ら
く
待
っ
て
ぇ
』

何
の
事
な
い
、
□
□
□
□
□
入
口
で
長
い
こ
と
待
た
し
と
き
や
が
る
。
夏
は
え
え
け

ど
、
寒
い
時
分
に
、
あ
の
入
口
で
三
十
分
も
待
た
さ
れ
る
の
、
か
な
わ
ん
。
こ
こ
は

一
つ
脅
か
し
た
ろ
。
入
口
ダ
ン
ダ
ー
ン
と
叩
い
て
、
番
頭
は
ん
お
帰
り
で
や
っ
せ
ー

て
言
う
て
、
お
ど
か
し
て
や
ろ
。
び
っ
く
り
し
て
表
開
け
て
、
俺
一
人
や
っ
た
ら
、

『
お
前
一
人
か
』

『
ヘ
エ
』

横
面
の
一
つ
く
ら
い
き
よ
る
や
ろ
け
ど
な
。
頭
元
手
に
し
て
、
一
つ
表
早
う
開
け
て

も
ろ
う
て
、
早
う
寝
る
工
夫
し
た
ろ
。
そ
れ
が
え
え
、
そ
れ
が
え
え
。
有
難
い
、
有

難
い
。
言
う
て
る
内
に
、
戻
っ
て
来
た
。
表
た
た
い
た
る
」

ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
。

▼「
モ
シ
、
ち
ょ
っ
と
お
開
け
。
番
頭
お
帰
り
で
っ
せ
、
番
頭
お
帰
り
で
っ
せ
」

△「
ア
ア
よ
っ
し
ゃ
い
ま
開
け
る
、
い
ま
開
け
る
。
旦
様
へ
、
大
層
気
に
し
と
る
。
番
頭

は
ん
戻
っ
て
来
た
。
番
頭
は
ん
戻
っ
て
来
た
。
表
開
け
て
、
表
開
け
て
。
オ
イ
オ
イ
、

オ
イ
オ
イ
、
　

さ
だ定　、

　
さ
だ定　、

表
開
け
て
、
番
頭
は
ん
戻
っ
て
来
た
」

「
ヘ
イ
」

2
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ガ
ラ
ガ
ラ
、
ガ
ラ
ガ
ラ
。

「
ヘ
イ
、
お
帰
り
」

「
番
頭
は
ん
、
お
帰
り
」

「
へ
、
お
帰
り
」

「
お
帰
り
や
す
」

「
お
帰
り
」

△「
お
帰
り
…
…
、
あ
れ
、
あ
れ
ぇ
、
あ
ら
ぁ
、
亀
、
お
前
一
人
か
え
」

▼「
へ
え
、わ
た
い
一
人
で
や
ん
ね
。
番
頭
は
ん
一
人
で
お
帰
り
な
り
ま
ね
ん
け
ど
な
、井

上
は
ん
の
ん
で
遅
な
り
ま
し
た
ん
で
」

△「
何
を
言
う
、
番
頭
は
ん
お
帰
り
っ
て
、
俺
ァ
び
っ
く
り
し
た
が
な
、
俺
ァ
。
井
上
は

ん
が
、
な
に
」

▼「
井
上
は
ん
手
形
の
事
で
遅
う
な
り
ま
し
て
な
、
そ
れ
で
ア
ノ
、
家
へ
い
ん
で
そ
う
言

え
、
ち
っ
と
遅
く
な
る
さ
か
い
に
、
店
一
党
寝
て
も
ら
え
、
遅
い
と
か
わ
い
そ
う
な

さ
か
い
言
う
て
な
、
ヘ
イ
。
言
う
て
ら
れ
ま
す
」

△「
な
ん
な
ら
、
の
っ
け
に
そ
う
言
え
、
そ
ん
な
ら
そ
れ
と
。
番
頭
は
ん
お
帰
り
ち
ゅ
う

さ
か
い
、
俺
ァ
び
っ
く
り
し
た
が
な
。
奥
に
旦
様
が
待
っ
て
ご
ざ
る
。
奥
へ
行
き
な
、

奥
へ
行
き
な
。
旦
様
に
そ
の
事
言
い
な
は
れ
」

▼「
ヘ
エ
、
奥
行
っ
て
旦
様
に
」

△「
ア
ア
宵
か
ら
待
っ
て
ご
ざ
る
。
番
頭
の
戻
り
が
遅
い
な
あ
ち
ゅ
う
て
。
奥
へ
行
き
な

は
れ
」

▼「
ヘ
ー
イ
。
旦
様
、
た
だ
い
ま
」

○「
ハ
イ
。
オ
オ
亀
吉
か
な
。
番
頭
ど
ん
は
ど
う
し
ま
し
た
な
」

▼「
ヘ
イ
、
あ
の
一
緒
に
帰
る
は
ず
で
ご
ざ
り
ま
す
け
ど
、
井
上
は
ん
の
方
で
、
手
形
の

事
で
ち
ょ
っ
と
遅
う
な
り
ま
す
そ
う
で
。
帰
っ
て
旦
様
に
そ
の
事
言
う
と
け
、
こ
な

い
言
う
て
な
、
ヘ
イ
。
遅
う
遅
う
帰
る
け
ど
も
、
手
形
の
事
で
遅
う
な
る
の
や
さ
か

い
、
ち
ゅ
う
て
。
で
、
井
上
の
旦
様
と
二
人
で
、
な
ん
か
こ
う
、
ご
酒
を
飲
み
飲
み
、

こ
う
二
人
が
話
を
な
さ
る
の
」

○「
ハ
ア
ー
、
こ
と
何
や
な
、
番
頭
は
井
上
さ
ん
の
方
で
、
手
形
の
事
で
ゴ
ジ
ャ
ゴ
ジ
ャ

す
る
ち
ゅ
う
の
や
な
」

▼「
ヘ
ー
、
ハ
イ
」

○「
で
、
井
上
の
旦
那
様
と
ご
酒
を
飲
ん
で
な
は
ん
の
か
え
」

▼「
ヘ
エ
、
ア
ノ
ま
だ
、
い
ま
だ
に
飲
ん
で
い
ら
れ
ま
す
の
」

○「
そ
ら
ぁ
お
か
し
い
な
あ
。
い
ま
井
上
は
ん
家
に
い
て
て
、お
帰
り
に
な
っ
た
と
こ
や
で
」

▼「
エ
エ
ッ
、
す
る
と
な
ん
で
っ
か
、
井
上
は
ん
、
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
」

○「
オ
イ
オ
イ
、
い
ま
家
に
い
て
て
、
お
帰
り
に
な
っ
た
井
上
は
ん
が
、
番
頭
と
二
人
、
酒

飲
ん
で
ん
の
か
え
」

▼「
ヘ
エ
ヘ
エ
、
そ
ら
何
が
何
で
」

○「
何
が
何
や
、
何
が
何
や
。
貴
様
、
嘘
つ
い
て
る
な
」

▼「
イ
エ
、
わ
て
ホ
ン
マ
つ
い
て
ま
ん
が
」

○「
ホ
ン
マ
つ
い
て
る
っ
て
や
つ
あ
る
か
。
今
ま
で
お
出
で
に
な
っ
た
井
上
は
ん
が
、
番

頭
と
酒
飲
ん
で
る
よ
う
な
事
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
。
貴
様
、
何
か
隠
し
て
る
な
。
よ

し
、
隠
す
な
ら
隠
し
な
さ
い
。
家
の
番
頭
は
、
い
つ
ま
で
も
わ
し
ゃ
置
い
と
か
ん
つ

も
り
じ
ゃ
。
明
日
は
も
う
宿
に
引
か
す
つ
も
り
じ
ゃ
。
平
生
か
ら
ち
ょ
い
ち
ょ
い
何

じ
ゃ
、
収
支
が
お
か
し
い
と
思
う
た
。
帳
面
ず
ら
見
て
み
る
と
、
方
々
に
穴
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
あ
あ
い
う
米
食
う
番
頭
、
家
に
お
い
と
い
た
ら
ど
ん
な
ら
ん
で
、
明
日

は
、
わ
し
ゃ
断
り
言
う
て
し
ま
う
。
エ
エ
ッ
明
日
に
な
っ
た
ら
、
足
上
げ
て
し
ま
う

つ
も
り
や
。
貴
様
も
そ
う
や
っ
て
番
頭
に
付
い
て
言
わ
ん
の
や
っ
た
ら
、
放
っ
と
い

て
や
る
。
そ
の
代
わ
り
、
明
日
、
貴
様
の
叔
父
を
呼
び
に
や
っ
て
、
貴
様
も
一
緒
に

断
り
言
う
て
や
る
さ
か
い
、
そ
う
せ
い
」

▼「
そ
ん
な
、
そ
ん
な
、
殺
生
で
や
す
。
そ
ん
な
あ
ん
た
、
わ
て
、
と
ば
っ
ち
り
や
わ
。
も

う
一
両
で
こ
ん
な
断
り
言
わ
れ
た
ら
、
つ
ら
い
」

○「
一
両
で
断
り
…
…
、
ハ
ハ
ア
番
頭
に
一
両
の
ま
い
な
い
も
ろ
う
た
な
。
よ
し
、
番
頭

3
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が
一
両
出
す
の
や
っ
た
ら
、
わ
し
が
一
両
や
る
さ
か
い
。
で
、
わ
し
に
そ
の
番
頭
の

行
っ
て
る
と
こ
、
み
な
言
う
て
し
ま
え
」

▼「
ヘ
イ
ヘ
イ
、
す
る
と
な
ん
じ
ゃ
な
、
あ
ん
た
一
両
お
く
ん
な
は
ん
の
や
な
」

○「
ア
ア
、
一
両
あ
げ
る
で
」

▼「
そ
し
た
ら
、
そ
ん
な
ん
や
っ
た
ら
、
御
主
人
に
仕
え
な
損
や
」

○「
お
か
し
げ
な
、
損
や
の
得
や
の
と
。
貴
様
、
誰
に
給
料
を
も
ろ
て
、
ま
ま
食
べ
さ
せ

て
も
ろ
う
て
る
。
ご
当
地
で
奉
公
し
て
、
わ
し
が
主
人
な
ら
、
わ
し
に
仕
え
て
る
や

な
い
か
。
月
給
は
わ
し
か
ら
や
る
ん
や
な
い
か
」

▼「
ヘ
エ
、
そ
ら
月
給
は
あ
ん
さ
ん
か
ら
頂
き
ま
す
け
ど
、
小
遣
い
銭
は
番
頭
さ
ん
か
ら

頂
い
て
お
り
ま
す
」

○「
何
ぬ
か
し
て
ん
ね
ん
、
ア
ホ
。
言
う
と
そ
ん
な
事
言
い
く
さ
る
ね
ん
。
ど
う
し
て
も

言
わ
ん
の
か
」

▼「
そ
ん
な
ら
、
言
い
ま
す
。
そ
な
い
な
っ
た
ら
、
い
な
さ
れ
る
や
っ
た
ら
、
言
わ
な
損

じ
ゃ
。
だ
け
ど
番
頭
は
ん
言
う
て
は
り
ま
し
た
で
。
ア
ノ
腕
時
計
、
ゴ
ム
の
付
い
た

ん
、
買
う
た
る
言
う
て
は
り
ま
し
た
で
。
旦
様
か
て
、
買
う
て
く
ん
な
は
る
か
え
」

○「
ア
ア
、腕
時
計
ぐ
ら
い
な
ん
で
も
な
い
こ
っ
ち
ゃ
。
わ
し
も
買
う
て
あ
げ
る
。
で
、番

頭
の
居
所
、
言
い
な
は
れ
」

▼「
ヘ
エ
、
そ
ん
な
ん
や
っ
た
ら
言
い
ま
す
わ
。
実
な
ぁ
ア
ノ
、
番
頭
は
ん
、
井
上
は
ん

は
嘘
で
や
ん
ね
」

○「
大
概
そ
ん
な
こ
っ
ち
ゃ
と
思
っ
て
た
。
番
頭
ど
ん
は
ど
こ
に
い
て
た
な
」

▼「
ア
ノ
日
本
橋
北
詰
の
な
、
ア
ノ
な
ん
で
や
ん
ね
、
東
側
の
家
で
や
ん
ね
」

○「
ハ
ハ
ア
、
そ
こ
に
手
掛
で
も
、
置
い
て
あ
ん
の
ん
か
い
」

▼「
ヘ
エ
、
そ
こ
に
腕
時
計
を
売
っ
て
ま
ん
ね
ん
」

○「
そ
ん
な
事
尋
ね
て
へ
ん
わ
い
、
何
ぬ
か
す
ね
や
ア
ホ
。
番
頭
の
居
所
を
尋
ね
ん
ね
」

▼「
実
は
　

ミ
ナ
ミ

南
地
　」

○「
ハ
ア
、
　

ミ
ナ
ミ

南
地
　。
　

ミ
ナ
ミ

南
地
　ど
の
へ
ん
や
な
」

▼「
難
波
新
地
、
お
出
で
に
な
り
ま
ん
ね
」

○「
ハ
ア
大
概
そ
ん
な
こ
っ
ち
ゃ
と
思
う
た
ん
じ
ゃ
。
な
に
か
難
波
新
地
の
お
茶
屋
ち
ゅ

う
て
、
な
ん
ち
ゅ
う
お
茶
屋
い
て
ん
の
じ
ゃ
」

▼「
ア
ノ
中
筋
端
に
ち
ょ
っ
と
西
入
っ
た
と
こ
に
、
大
源
ち
ゅ
う
　

あ
ん
ど

行
灯
　が
掛
か
っ
て
、
そ

こ
に
い
て
い
ら
れ
ま
す
」

○「
ハ
ア
、
そ
こ
に
や
っ
ぱ
り
番
頭
が
い
る
ね
な
」

▼「
い
え
、
そ
こ
に
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
け
ど
な
、
番
頭
は
ん
の
相
方
の
女
子
は
ん
が
、

『
ア
ノ
番
頭
は
ん
、
こ
ん
な
と
こ
い
つ
ま
で
も
い
て
酒
飲
ん
で
た
ら
、
も
う
陰
気
く

そ
う
お
ま
す
さ
か
い
、
芝
居
行
き
ま
へ
ん
か
』

言
う
て
な
、
言
い
は
っ
た
ら
、

『
い
や
、
今
日
は
そ
ん
な
事
し
て
ら
れ
ん
。
も
し
や
芝
居
に
で
も
行
く
は
、
人
に
見

付
け
ら
れ
た
ら
、
わ
し
ゃ
来
年
別
家
せ
ん
な
ら
ん
身
や
さ
か
い
、
そ
ん
な
事
で
き

へ
ん
』

言
う
て
は
っ
た
ら
、
ま
た
姉
さ
ん
の
な
、
あ
の
お
ん
ば
さ
ん
し
て
は
っ
た
芸
子
は
ん

が
、
こ
ら
年
増
の
人
じ
ゃ
、
そ
の
人
が
、

『
そ
ん
な
事
言
わ
ん
と
、
な
ん
じ
ゃ
芝
居
に
連
れ
て
行
っ
て
あ
げ
な
は
れ
な
。
ち
ょ

う
ど
な
ん
じ
ゃ
弁
天
座
で
高
嶋
屋
が
芝
居
し
て
ま
ん
ね
。
あ
れ
見
に
連
れ
て
あ
げ

な
は
れ
な
』

言
う
て
な
、鼻
で
押
す
よ
う
に
言
い
や
っ
た
ら
、番
頭
は
ん
、

『
お
前
ま
で
言
う
た
ら
、
ど
う
も
な
ら
へ
ん
が
な
』

て
言
う
て
な
、

『
な
ら
、
ど
う
も
し
ゃ
な
い
。
弁
天
座
へ
、
な
ん
じ
ゃ
い
、
電
話
し
い
な
』

言
う
て
な
、
そ
れ
で
棧
敷
と
ら
し
て
な
、
ヘ
エ
そ
れ
で
し
ば
ら
く
し
た
ら
、
自
動
車

が
表
に
回
っ
た
あ
る
。
そ
し
た
ら
ア
ノ
、
番
頭
は
ん
言
わ
り
ま
す
ね
ん
、

『
自
動
車
、
回
っ
た
は
え
え
け
ど
、
高
い
の
い
う
な
よ
。
一
円
の
タ
ク
シ
ー
で
え
え

ぞ
』

4
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言
う
て
な
、
番
頭
は
ん
、
割
方
こ
ま
こ
う
い
き
は
り
ま
ん
ね
。
そ
し
た
ら
あ
ん
た
、
タ

ク
シ
ー
が
来
て
ま
す
。
四
人
乗
り
の
タ
ク
シ
ー
で
や
ん
ね
。
そ
れ
で
、
わ
て
な
、
わ

た
い
と
番
頭
は
ん
と
、
そ
れ
と
番
頭
の
相
方
の
女
子
は
ん
と
、
そ
れ
で
あ
ん
た
、
そ
れ

に
お
ん
ば
さ
ん
し
て
は
っ
た
人
と
、
お
茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
と
五
人
で
す
や
ん
、
な
。

そ
い
て
、
あ
ん
た
、
自
動
車
で
番
頭
は
ん
と
女
子
は
ん
と
こ
う
隣
同
士
乗
っ
て
、
そ

の
向
い
さ
し
て
、
な
ん
じ
ゃ
で
、
お
茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
と
隣
に
年
増
芸
子
と
乗
っ

た
ん
。
で
、
わ
た
い
乗
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
ほ
っ
た
ら
、
自
動
車
屋
が
、

『
四
人
乗
り
や
か
ら
、
あ
ん
た
ど
も
な
ら
ん
』

こ
な
い
言
い
よ
る
さ
か
い
、
わ
て
番
頭
は
ん
に
言
う
た
ん
で
す
、

『
番
頭
は
ん
、
わ
て
ど
な
い
な
り
ま
す
ね
ん
、
わ
て
』

言
う
た
ら
、

『
ア
そ
や
そ
や
、
お
前
こ
ぼ
れ
と
っ
た
な
』

言
う
。
わ
て
、
こ
ぼ
れ
と
っ
た
言
わ
れ
て
ま
ん
ね
。

『
ど
う
し
ょ
』

『
ど
も
な
り
ま
へ
ん
が
な
』

『
ヤ
ア
う
っ
か
り
し
た
な
あ
。
マ
ア
マ
ア
え
え
が
な
、
こ
い
つ
蹴
込
み
の
下
で
も
入

れ
る
わ
い
な
』

わ
て
、
手
荷
物
み
た
い
に
思
わ
れ
ま
ん
ね
ん
。
わ
て
、
蹴
込
み
の
下
ず
っ
と
入
っ
て

た
ん
で
。
そ
し
た
ら
お
茶
屋
の
お
か
み
さ
ん
が
、
□
□
□
□
□
、

『
そ
ん
な
と
こ
入
ら
ん
で
も
、
だ
ん
な
い
。
あ
ん
た
、
あ
た
い
の
　

ま
た
ぐ
ら

股
座
　に
入
っ
て
た

ら
え
え
で
。
わ
た
し
、
こ
こ
で
ぐ
っ
と
押
さ
え
て
あ
げ
る
さ
か
い
』

言
う
て
な
、
向
う
の
お
か
み
さ
ん
の
あ
ん
た
、
股
座
の
と
こ
に
首
突
っ
込
ま
れ
て
、
押

さ
え
ら
れ
て
ま
ん
ね
や
。
そ
ん
で
、
芝
居
見
に
行
っ
た
ん
。
そ
し
た
ら
あ
ん
た
、
芝

居
が
こ
う
な
ん
じ
ゃ
し
て
、
可
笑
し
お
ま
っ
せ
。
番
頭
は
ん
、
幕
が
開
い
た
時
分
は

見
て
ま
し
て
な
、
幕
が
閉
ま
る
と
、
次
に
な
、
う
つ
む
い
て
、
あ
の
女
子
は
ん
の
膝

へ
こ
う
枕
な
さ
ん
の
で
、
そ
し
た
ら
女
子
は
ん
言
は
り
ま
ん
ね
ん
、

『
何
し
て
お
い
や
す
ね
ん
な
、
膝
に
お
つ
む
お
乗
せ
や
し
た
ら
、
足
痛
う
お
ま
す
が

な
』

言
う
た
ら
、

『
マ
ア
マ
ア
し
ば
ら
く
さ
し
て
く
れ
。
こ
の
幕
が
閉
ま
っ
た
る
と
、
人
が
方
々
見
る

さ
か
い
に
、
も
し
や
、
そ
の
な
ん
じ
ゃ
で
、
得
意
先
の
お
方
に
見
付
け
ら
れ
た
ら

具
合
悪
い
で
。
し
ば
ら
く
の
間
、
あ
の
辛
抱
し
て
』

言
う
た
ら
、

『
そ
ん
な
事
し
た
ら
、
足
痛
う
ま
す
わ
』

『
そ
ら
こ
う
し
て
、
膝
枕
し
た
ら
痛
い
じ
ゃ
ろ
。
え
え
役
者
ば
か
り
い
て
る
さ
か
い
、

役
者
や
皆
の
膝
枕
や
っ
た
ら
、
お
前
、
得
心
す
る
の
や
ろ
が
』

て
番
頭
は
ん
言
い
は
っ
た
ら
、

『
よ
う
ま
た
、
あ
ん
な
事
お
言
い
や
す
こ
と
わ
い
な
』

言
う
て
な
、
そ
し
た
な
ら
番
頭
は
ん
の
、
な
ん
で
ん
ね
ん
頬
っ
ぺ
た
を
キ
ュ
ッ
と
ひ

ね
っ
た
ら
、
番
頭
は
ん
、

『
痛
い
』」

○「
コ
ラ
お
か
し
い
声
出
す
な
、
コ
ラ
。
気
味
の
悪
い
声
だ
す
な
。
何
ぬ
か
す
の
や
。
も

う
え
え
、
も
う
え
え
。
そ
こ
ま
で
言
う
た
ら
え
え
。
そ
い
で
今
夜
、
番
頭
が
も
ど
っ

て
来
た
ら
、
決
し
て
、
わ
し
に
こ
う
い
う
事
言
う
た
っ
ち
ゅ
う
こ
と
、
な
ら
ん
ぞ
」

▼「
ヘ
エ
」

○「
知
ら
ん
顔
し
て
ん
ね
。
明
日
に
な
っ
た
ら
、
あ
の
番
頭
は
い
な
し
て
し
ま
う
。
も
う

せ
ん
ど
か
ら
、
い
っ
ぺ
ん
足
上
げ
て
や
ろ
う
と
、
思
っ
て
て
け
ど
、
ち
ょ
ち
ょ
ち
ょ

ち
ょ
っ
と
人
が
中
に
入
っ
た
も
ん
や
さ
か
い
、
今
日
ま
で
放
っ
て
あ
る
。
そ
ち
は
こ

う
や
っ
て
言
う
た
さ
か
い
、
決
し
て
そ
ち
は
い
な
さ
ん
代
わ
り
に
、
明
日
か
ら
決
し

て
や
や
こ
し
い
事
す
る
こ
と
な
ら
ん
ぞ
」

▼「
ヘ
エ
、
そ
ん
な
ら
あ
の
、
寝
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」

○「
ア
ア
、
寝
た
ら
え
え
さ
か
い
」

5
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▼「
そ
ん
な
ら
旦
様
、
何
で
す
や
す
か
い
な
、
あ
の
、
す
ま
へ
ん
け
ど
あ
の
、
あ
の
銭
一

両
と
時
計
や
ら
み
な
、
貰
え
ま
せ
ん
や
ろ
か
」

○「
何
ぬ
か
す
ね
ん
、
ア
ホ
が
。
そ
ん
な
も
ん
や
る
こ
と
あ
る
か
。
表
出
て
寝
な
は
れ
」

▼「
ヘ
エ
、
お
休
み
」

○「
ア
ア
あ
ん
じ
ょ
う
に
用
心
し
な
さ
れ
や
」

▼「
ヘ
エ
」丁

稚
は
こ
わ
こ
わ
表
へ
行
き
お
っ
て
、
わ
が
店
の
　

ま間
　で
寝
よ
う
と
思
っ
て
、
な

か
な
か
寝
ら
れ
ま
せ
ん
。
番
頭
は
ん
は
、
ど
う
な
っ
た
か
知
ら
ん
と
心
配
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
へ
、
番
頭
で
す
な
ぁ
。
芝
居
は
、
あ
ん
た
一
場
残
し
ま
し
て
、

や
っ
ぱ
り
主
人
の
家
は
気
に
な
る
と
見
え
て
、
表
へ
自
動
車
へ
言
い
に
や
っ
て
、

そ
れ
へ
さ
し
て
四
人
が
乗
り
な
は
っ
て
、
主
人
の
表
の
一
丁
越
し
、
向
う
の
辻
、

自
動
車
が
ト
ー
ン
と
止
ま
り
ま
す
る
ち
ゅ
う
と
扉
が
開
く
、
番
頭
一
人
が
パ
ッ

出
よ
る
ち
ゅ
う
と
、
女
子
は
ん
が
下
ま
で
降
り
て
き
て
、

▽「
番
頭
は
ん
、
お
近
い
う
ち
に
」

と
背
中
の
一
つ
も
、ポ
ン
と
叩
く
。
番
頭
め
は
、そ
れ
に
を
耳
に
残
し
た
は
ず
や
。

■「
ハ
ア
、
ま
た
行
く
ぞ
」

そ
ん
な
り
、わ
が
主
人
の
表
へ
。
偉
そ
う
に
言
う
て
る
も
ん
の
、あ
ん
た
、や
っ

ぱ
り
主
人
は
怖
い
も
ん
や
知
れ
ま
せ
ん
。
入
口
へ
来
て
も
、戸
を
ド
ン
ド
ン
、よ

う
叩
か
ん
。
小
さ
い
音
で
、
ト
ン
ト
ン
、
ト
ン
ト
ン
。

■「
佐
七
と
ん
佐
七
と
ん
、
杉
吉
と
ん
、
定
吉
、
定
吉
、
ち
ょ
っ
と
開
け
て
、
ち
ょ
っ
と

開
け
て
」

△「
ヘ
イ
お
帰
り
、
オ
イ
オ
イ
、
オ
イ
、
ホ
ン
マ
が
戻
っ
て
け
つ
か
る
。
ホ
ン
マ
も
ん
戻
っ

て
来
た
ん
や
。
オ
イ
亀
吉
と
ん
亀
吉
と
ん
、
定
吉
と
ん
、
み
ん
な
起
き
い
な
。
い
つ

も
素
で
戻
っ
て
来
や
は
っ
た
こ
と
あ
ら
へ
ん
が
な
。
い
つ
も
戻
り
際
に
土
産
買
う
て

き
て
く
ら
は
ん
ね
が
な
。
眠
た
目
に
し
い
な
。
オ
イ
杉
吉
と
ん
、
目
ェ
こ
す
ら
ん
と
、

着
物
き
い
な
、
着
物
き
い
な
。
ま
だ
表
開
け
な
、
ま
だ
表
開
け
な
。
い
ま
開
け
ま
す
、

ち
ょ
っ
と
お
待
ち
を
。
着
物
き
て
、
シ
ャ
ン
と
し
て
。
イ
ヤ
遊
び
に
行
っ
て
は
ん
の

や
あ
ら
へ
ん
が
な
。
こ
こ
の
番
頭
は
ん
、
な
か
な
か
気
の
付
く
人
や
、
そ
や
な
い
か

い
。
ち
ゃ
ん
と
着
物
き
て
、
ち
ゃ
ん
と
前
シ
ュ
ッ
と
頭
な
ら
べ
て
、
待
っ
て
て
あ
げ

い
。
え
え
か
、
商
売
へ
行
っ
て
は
っ
て
、
戻
っ
て
み
ん
な
が
寝
て
る
と
、
気
が
悪
い

も
ん
や
ね
ん
。
サ
ア
え
え
か
え
え
か
。
み
ん
な
座
っ
た
。
表
開
け
、
表
開
け
」

「
ヘ
エ
」ガ

ラ
ガ
ラ
ガ
ラ
。

△「
ヘ
イ
、
番
頭
は
ん
、
お
帰
り
」

「
番
頭
は
ん
、
お
帰
り
」

「
よ
う
帰
り
」

「
よ
う
帰
り
」

「
よ
う
帰
り
」

「
よ
う
帰
り
」

「
番
頭
は
ん
、
お
帰
り
や
す
」

■「
は
い
、
ア
ア
ご
苦
労
、
ご
苦
労
。
は
い
、
ご
苦
労
。
は
い
は
い
、
夜
更
け
て
す
ま
な

ん
だ
。
ヤ
ア
ご
苦
労
。
ヤ
ア
も
う
放
っ
と
い
て
。
ヤ
ア
お
お
き
に
、
お
お
き
に
。
ヤ

ア
ご
苦
労
や
っ
た
。
サ
ア
、
し
ょ
う
も
な
い
物
や
け
ど
土
産
や
。
エ
ー
ど
う
ぞ
、
店

一
党
、
食
べ
と
く
れ
」

△「
お
お
き
に
、
お
お
き
に
、
お
お
き
に
有
難
う
さ
ん
。
ど
や
ど
や
ナ
、
番
頭
は
ん
、
こ

れ
が
気
が
つ
く
ね
ん
。
お
お
き
に
ご
馳
走
さ
ん
、
お
お
き
に
ご
馳
走
さ
ん
。
遠
慮
な

し
に
、
遠
慮
な
し
に
頂
戴
し
ま
す
。
ア
ノ
、
お
店
ア
ノ
、
い
い
え
、
ア
ノ
ち
ゃ
ん
と
、

帳
場
と
か
あ
ん
じ
ょ
う
し
て
お
り
ま
す
」

■「
ア
ア
」

△「
二
階
に
寝
間
を
ひ
い
て
ご
ざ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
上
が
り
を
」

■「
は
い
。
じ
ゃ
も
う
放
っ
と
い
と
く
れ
。
わ
し
は
二
階
に
上
が
る
で
な
」

番
頭
め
は
我
が
寝
床
の
二
階
を
さ
し
て
、
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
上
が
っ
て
行

6
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く
。
二
階
で
手
を
ポ
ン
ポ
ー
ン
と
叩
い
て
、

■「
亀
吉
、
亀
吉
」

▼「
ヘ
エ
、
ヘ
エ
番
頭
さ
ん
、
お
帰
り
や
す
」

■「
ア
ア
今
日
は
え
ら
い
、
ご
苦
労
や
っ
た
な
」

▼「
い
え
、
え
え
目
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

■「
ア
ア
、
主
人
の
と
こ
ろ
、
あ
ん
じ
ょ
う
言
う
と
い
た
か
な
」

▼「
ヘ
エ
、
旦
様
、
あ
の
、
あ
ん
じ
ょ
う
言
う
て
ご
ざ
り
ま
す
」

■「
ア
ア
結
構
、
結
構
。
今
日
は
芝
居
、
ど
っ
か
ら
帰
っ
た
」

▼「
あ
の
小
平
太
が
、
あ
の
殺
さ
れ
ま
し
て
、
あ
の
川
へ
は
ま
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
帰
っ

た
ん
」

■「
ア
ー
ア
可
愛
そ
う
に
、
あ
れ
か
ら
向
う
が
よ
か
っ
た
ん
じ
ゃ
い
。
こ
う
し
ょ
う
。
今

夜
、
寝
ら
れ
ん
の
ん
じ
ゃ
い
。
ち
ょ
っ
と
仕
方
噺
で
、
あ
の
　

ゆ
う
れ
ん

幽
霊
　の
出
る
と
こ
、
一

つ
、
わ
し
ゃ
見
せ
て
や
ろ
か
い
」

▼「
番
頭
さ
ん
、
結
構
で
」

■「
そ
ん
な
ら
、
こ
う
し
ょ
う
。
そ
こ
に
あ
る
そ
の
　

あ
ん
ど

行
灯
　を
こ
っ
ち
へ
持
っ
て
こ
い
。
そ

う
そ
う
そ
う
そ
う
、
わ
し
の
横
手
へ
置
け
。
押
入
れ
に
そ
の
蚊
帳
が
あ
る
じ
ゃ
ろ
。

そ
れ
出
し
て
、
二
つ
と
も
吊
れ
、
そ
う
そ
う
そ
う
そ
う
。
正
面
へ
回
っ
て
。
仕
方
噺

で
、
幽
霊
の
出
る
と
こ
、
わ
し
が
身
振
り
で
、
ち
ょ
っ
と
見
せ
て
や
る
で
」

▼「
番
頭
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
ゅ
う
お
頼
申
し
ま
す
」

■「
あ
あ
、
え
え
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
、
手
を
た
た
け
よ
。
そ
う
そ
う
、
ち
ぃ
と
膝
へ
手

を
置
い
て
は
な
れ
。

『
ア
ア
世
に
入
れ
ば
、こ
の
身
の
病
。
　

す
み
だ
　

隅
田
　新
田
を
引
上
げ
て
、こ
の
本
所
の
　

わ
り
げ
　す
い

割
下
水
　、

隣
同
士
の
挨
拶
と
、
行
っ
て
み
た
の
が
敵
同
士
、
　

こ
　は
だ

小
幡
　□
□
の
小
平
太
と
は
、
こ

い
つ
ァ
、
夢
に
も
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
ひ
っ
か
え
、
　

げ
ん
さ
い

現
西
　が
か
ど
わ
か
し
た

る
娘
の
お
ふ
さ
、
今
宵
の
う
ち
に
宿
場
へ
ば
ら
し
、
金
を
握
っ
て
ひ
と
儲
け
、
こ

い
つ
ァ
高
飛
び
し
な
く
ち
ゃ
ァ
な
ら
ね
え
な
ァ
。
ヤ
ア
ッ
、
わ
り
ゃ
小
平
太
、
お

　
め
え前　ま

た
迷
う
た
な
ァ
』

『
は
い
、
は
い
、
迷
い
ま
し
た
、
迷
い
ま
し
た
。
と
い
う
訳
の
あ
る
も
の
か
、
な
い
も

の
か
、
綾
瀬
川
の
無
惨
の
最
期
、
生
き
代
り
死
に
代
り
、
恨
み
を
晴
ら
さ
で
、
お

こ
う
や
』」

▼「
ワ
ー
こ
ら
び
っ
く
り
し
た
、
番
頭
さ
ん
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
な
」

■「
ど
う
じ
ゃ
、
わ
し
が
こ
う
行
灯
か
ら
ス
ー
と
抜
け
出
て
」

▼「
ヘ
エ
」

■「
蚊
帳
へ
ス
ー
と
消
え
る
と
こ
は
、
わ
し
の
胴
体
が
ス
ー
と
、
こ
う
上
に
、
宙
に
上
が

る
よ
う
に
見
え
る
や
ろ
」

▼「
ヘ
エ
、
宙
に
上
が
る
の
は
番
頭
は
ん
、
当
た
り
前
で
や
ん
ね
」

■「
そ
う
か
」

▼「
ヘ
エ
、
も
う
と
う
に
足
が
上
っ
て
や
ん
ね
が
な
」

（
後
囃
子
）

　

7
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　『
辻
占
茶
屋
』
立
花
家
花
橘

ニ
ッ
ト
ー
レ
コ
ー
ド
　Ｌ
61

（
前
囃
子
）

○「
サ
ア
、
マ
ア
こ
っ
ち
へ
お
上
が
り
」

●「
ヘ
エ
、
お
お
き
に
。
お
っ
さ
ん
、
い
ま
京
都
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
て
な
」

○「
ハ
ア
そ
う
か
い
。
そ
の
布
団
を
い
ろ
う
て
み
。
ま
だ
温
み
が
残
っ
た
る
や
ろ
」

●「
ヘ
エ
」

○「
今
ま
で
お
前
と
こ
の
母
者
人
が
来
て
、お
前
の
事
を
言
う
て
、涙
こ
ぼ
し
て
の
話
じ
ゃ
。

こ
の
頃
お
前
、
夜
泊
ま
り
日
泊
ま
り
を
し
て
、
ち
っ
と
も
家
に
帰
ら
ん
そ
う
な
が
、
お

か
し
い
所
に
入
り
込
ん
で
、
博
奕
で
も
打
っ
て
る
の
と
違
う
の
か
い
」

●「
博
奕
、
ウ
ェ
ー
滅
相
も
な
い
」

○「
嫌
い
か
い
」

●「
ウ
ワ
ー
好
き
や
」

○「
お
か
し
い
言
い
よ
う
す
な
い
」

●「
好
き
で
お
ま
し
た
ん
や
け
ど
も
、
あ
ん
な
事
は
す
る
も
ん
や
な
い
と
思
う
て
、
も
う

ぷ
っ
つ
り
や
め
て
ね
、
も
う
見
向
き
も
し
ま
へ
ん
ね
」

○「
感
心
、
よ
う
止
め
な
は
っ
た
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
女
子
で
も
出
来
た
や
な
か
ろ
う

か
と
言
う
て
た
が
、
そ
や
な
い
か
い
」

●「
ヘ
ヘ
、
お
っ
さ
ん
、
そ
れ
で
や
ん
ね
ん
」

○「
ナ
ア
早
い
も
ん
じ
ゃ
。
ち
ゃ
ん
と
女
子
で
も
こ
し
ら
え
て
あ
る
。
そ
で
、
そ
の
女
子

ち
ゅ
う
の
は
白
か
え
、
黒
か
え
」

●「
ヘ
エ
、
横
町
で
吠
え
て
た
ん
は
、
ブ
チ
で
や
っ
せ
」

○「
誰
が
犬
を
尋
ね
て
る
か
い
な
。
素
人
さ
ん
か
、
玄
人
さ
ん
か
ち
ゅ
う
ね
ん
」

●「
そ
ら
玄
人
の
で
け
る
勤
め
人
で
や
ん
ね
ん
」

○「
言
う
こ
と
が
丁
寧
な
。
島
は
ど
こ
や
」

●「
あ
て
て
ご
ら
ん
」

○「
　

ミ
ナ
ミ

南
地
　か
え
」

●「
い
い
え
」

○「
新
町
か
え
」

●「
い
い
え
」

○「
堀
江
か
え
」

●「
い
い
え
」

○「
北
の
新
地
か
え
」

●「
い
い
え
」

○「
松
島
か
え
」

●「
い
い
え
」

○「
ど
こ
じ
ゃ
え
」

●「
い
い
え
」

○「
何
を
言
う
ね
ん
。
ど
こ
や
い
っ
て
」

●「
ヘ
ヘ
エ
、
実
は
難
波
新
地
」

○「
そ
れ
を
の
っ
け
に
言
え
。
難
波
新
地
と
し
て
み
た
ら
、
娼
妓
さ
ん
で
も
追
い
回
し
て

る
ん
の
や
ろ
」

●「
あ
な
ず
る
の
は
、
お
や
ま
で
お
や
す
」

○「
同
じ
こ
っ
ち
ゃ
が
な
。
で
、
難
波
新
地
の
ど
こ
や
ね
ん
」

●「
中
筋
」

○「
中
筋
の
店
は
」

●「
店
は
神
崎
屋
で
や
ん
ね
ん
」

○「
ホ
ウ
、
神
崎
屋
か
」

8
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●「
あ
ん
た
知
っ
て
な
は
る
か
」

○「
え
ら
知
り
や
。
神
崎
屋
の
主
さ
ん
と
は
、
お
さ
な
友
達
。
い
ま
だ
始
終
出
入
り
す
る

さ
か
い
に
、
あ
す
こ
の
抱
え
や
っ
た
ら
、
わ
し
ゃ
大
抵
お
ぼ
え
て
る
が
、
神
崎
屋
の

誰
や
」

●「
な
ん
の
か
ん
の
っ
て
、
名
前
聞
い
と
い
て
、
あ
ん
た
こ
っ
そ
り
買
い
に
行
こ
う
思
う

て
、
何
を
さ
ら
す
ん
ね
、
こ
の
ド
ス
ケ
ベ
」

○「
何
ち
ゅ
う
言
い
よ
う
す
る
ね
ん
。
そ
ん
な
ア
ホ
な
事
す
る
か
い
な
。
神
崎
屋
の
誰
や
」

●「
神
崎
屋
の
梅
乃
で
や
ん
ね
」

○「
コ
レ
、
梅
乃
と
い
う
た
ら
、
あ
り
ゃ
岡
山
か
ら
仕
替
え
て
来
た
女
子
や
ろ
」

●「
ヘ
エ
ヘ
エ
、
そ
う
で
や
」

○「
背
の
小
作
り
な
、
色
の
白
い
」

●「
そ
そ
、
そ
う
で
や
」

○「
鼻
の
つ
ん
と
高
い
、
目
の
ぱ
っ
ち
り
し
た
」

●「
へ
へ
、
耳
の
二
つ
あ
る
」

○「
そ
ら
あ
た
り
ま
え
や
が
な
。
そ
ら
あ
か
ん
。
だ
ま
さ
れ
て
る
さ
か
い
、
お
聞
き
」

●「
そ
ら
、
だ
ま
さ
れ
て
ぇ
し
ま
へ
ん
。
わ
た
い
言
う
た
っ
た
ん
や
、
こ
な
い
だ
も
。
な

あ
、

『
そ
ん
な
程
の
こ
と
言
う
て
、
し
ま
い
に
俺
を
だ
ま
す
の
や
ろ
』

と
わ
た
い
言
う
た
っ
た
。
そ
し
た
ら
、

『
人
が
ど
ん
な
事
言
う
た
か
て
、
人
の
言
う
こ
と
ほ
っ
と
き
な
は
れ
。
あ
ん
た
と
わ

た
い
と
が
二
人
が
、
じ
っ
く
り
決
め
と
い
た
ら
、
え
え
や
お
ま
へ
ん
か
。
は
た
の

お
客
さ
ん
が
だ
ま
し
た
か
て
、
あ
ん
た
ば
か
り
は
だ
ま
さ
し
ま
へ
ん
』

て
、
こ
な
い
言
い
ま
す
ね
ん
。
ど
う
で
や
す
。
わ
た
い
　

こ
と言　

　
づ
て伝　や

っ
た
ら
疑
い
ま
っ
せ
。

現
在
本
人
の
口
か
ら
、
だ
ま
さ
へ
ん
と
言
う
て
ま
す
ね
ん
が
な
。
こ
ん
な
固
い
事
お

ま
す
か
」

○「
何
が
固
い
も
ん
か
い
ん
な
。
そ
れ
が
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の
や
。
と
い
う
の
は
、
あ
の

女
子
に
は
兄
が
あ
る
や
ろ
」

●「
ホ
ン
マ
に
よ
う
知
っ
て
な
は
る
な
、
お
っ
さ
ん
。
兄
お
ま
す
。
こ
な
い
だ
、
わ
て
会

い
ま
し
た
、
ヘ
エ
。
た
だ
い
な
す
の
も
悪
い
と
思
て
、
五
円
小
遣
い
や
っ
た
ん
」

○「
ち
ゃ
ん
と
取
ら
れ
て
け
つ
か
る
。
あ
の
兄
と
い
う
の
が
、
あ
ら
男
や
」

●「
エ
エ
そ
う
で
や
、
男
で
」

○「
い
い
や
、
兄
と
い
う
の
は
男
や
、
ち
ゅ
う
の
や
」

●「
エ
エ
そ
う
で
、
兄
は
男
や
。
姉
な
ら
女
子
や
」

○「
そ
の
兄
が
間
夫
じ
ゃ
」

●「
間
夫
は
わ
た
い
や
」

○「
ど
こ
ま
で
の
ろ
け
て
ん
ね
ん
。
ど
ん
な
と
こ
か
ら
、ま
た
そ
な
い
、深
う
な
っ
た
ん
や
」

●「
ヘ
ヘ
、
お
っ
さ
ん
、
そ
も
馴
初
め
、
聞
い
と
く
ん
な
は
れ
。
い
っ
さ
ん
と
な
、
そ
れ
と

梅
は
ん
と
わ
た
い
と
三
人
づ
れ
で
、
　

ミ
ナ
ミ

南
地
　に
遊
び
に
行
た
ん
。
拍
子
の
悪
い
、
雨
で

や
ん
ね
。
雨
に
降
ら
れ
た
さ
か
い
っ
て
、
え
え
若
い
者
が
逃
げ
て
帰
る
っ
ち
ゅ
う
の

も
癪
に
障
る
で
、
三
本
だ
け
、
ち
ょ
っ
と
く
す
べ
て
み
よ
か
と
、
あ
る
茶
屋
に
入
っ
た

ら
、
拍
子
の
悪
い
、
一
人
も
出
来
ま
へ
ん
ね
ん
、
娼
妓
さ
ん
が
。
他
の
二
人
は
貰
い

掛
け
た
り
し
て
ま
っ
せ
。
わ
た
い
馴
染
み
の
何
に
も
な
い
。
相
方
が
出
て
る
の
や
っ

た
ら
、
し
ょ
が
な
い
帰
ろ
う
か
い
な
あ
と
、
火
鉢
の
と
こ
で
、
一
服
し
て
ま
す
と
な
、

男
衆
が
、

『
梅
乃
は
ん
が
今
あ
き
ま
し
た
が
、
遅
お
ま
す
か
い
な
』

『
ア
、
え
ら
い
え
え
子
が
あ
い
た
ん
や
し
な
。
直
ぐ
に
入
れ
て
お
く
ん
な
は
れ
』

『
ヘ
エ
、
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
』

じ
き
に
送
っ
て
来
た
ん
が
、
こ
の
梅
乃
。

『
お
か
あ
ち
ゃ
ん
、
お
お
き
に
有
難
う
。
ど
う
ぞ
ま
た
、
き
っ
と
差
し
込
ん
で
お
く

ん
な
は
れ
。
お
客
さ
ん
、
ど
な
た
だ
ん
ね
』

『
そ
こ
に
い
や
は
り
ま
す
が
な
』

『
オ
ヤ
、
あ
ん
た
で
す
か
。
今
晩
は
お
お
き
に
有
難
う
』

9
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て
、
こ
な
い
言
い
や
が
ん
ね
ん
。
わ
た
い
、
言
い
よ
う
な
い
さ
か
い
に
な
、

『
ど
う
も
降
り
ま
す
の
に
、
お
お
き
に
ご
苦
労
は
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
』」

○「
そ
な
い
葬
式
送
っ
て
も
ろ
う
た
み
た
い
に
言
う
な
い
な
」

●「
そ
こ
へ
、
牛
が
ば
ば
し
た
よ
う
に
、
ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
ベ
チ
ャ
と
座
り
や
が
っ
て
な
、

『
お
か
あ
ち
ゃ
ん
、
す
ん
ま
へ
ん
け
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
鉄
砲
貸
し
て
ち
ょ
う
だ
い
』

と
、
こ
な
い
言
い
や
が
る
。
鉄
砲
貸
し
て
く
れ
、
さ
て
は
わ
た
い
を
銃
殺
す
る
」

○「
大
層
な
事
言
う
な
い
」

●「
モ
シ
、
長
煙
管
の
こ
と
、
鉄
砲
ち
ゅ
う
ま
っ
せ
」

○「
知
っ
て
る
わ
い
、
そ
ん
な
事
」

●「
そ
の
長
煙
管
を
持
ち
や
が
っ
て
な
。
煙
草
を
ば
、
キ
ュ
ッ
と
詰
め
お
る
の
や
が
、
う

ま
い
こ
と
詰
め
よ
る
な
あ
。
ど
こ
で
ど
う
研
究
し
て
い
る
の
か
知
ら
ん
け
ど
も
、
分

量
が
決
ま
っ
た
も
ん
で
す
。
つ
ま
み
上
げ
た
煙
草
が
、
煙
管
の
鴈
皿
に
不
都
合
も
な

け
れ
ば
少
う
も
な
く
、
き
っ
ち
り
一
杯
と
い
う
。
あ
ん
な
詰
ま
っ
た
手
に
、
わ
た
い

水
車
米
は
か
ら
せ
た
ら
、
損
は
し
と
ら
へ
ん
や
ろ
と
思
い
ま
す
ね
ん
」

○「
余
計
な
事
言
う
な
い
」

●「
何
ち
ゅ
う
煙
草
か
知
ら
ん
け
ど
も
、
そ
ら
火
付
き
の
え
え
煙
草
。
火
の
横
面
ポ
ー
ン

と
は
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
火
が
付
い
て
あ
る
。
一
服
す
い
や
が
っ
て
、
二
服
目
に
吸
い

口
を
キ
ュ
ッ
と
拭
い
て
、

『
あ
ん
た
、
ご
め
ん
』

て
、
差
し
や
が
ん
ね
ん
、
ヘ
ヘ
。

『
え
ら
い
折
角
だ
す
け
ど
も
、
わ
た
い
煙
草
嫌
い
で
や
ん
ね
ん
』

と
言
う
た
っ
た
。

『
煙
草
嫌
い
な
お
方
が
、
煙
草
入
れ
や
煙
管
持
っ
た
り
し
ま
す
か
い
な
』

『
そ
こ
で
ん
が
な
。
あ
ん
た
が
親
切
で
く
れ
た
煙
管
や
っ
た
ら
、
別
に
吸
い
口
は
拭

か
い
で
も
え
え
や
な
い
か
』

て
、
こ
う
言
う
た
っ
た
。

『
マ
ア
、
左
様
か
。
わ
た
し
汚
い
と
思
て
、
拭
い
た
ん
で
す
わ
。
そ
し
た
ら
拭
い
た

ん
が
い
か
ん
の
な
ら
、
今
度
は
拭
か
ず
に
出
し
ま
す
わ
』

ち
ゅ
う
て
、
出
し
よ
っ
た
ら
な
ぁ
、
エ
エ
、
吸
い
口
の
と
こ
ろ
に
、
ツ
バ
の
泡
が
二

つ
溜
ま
っ
て
あ
ん
ね
。
こ
い
つ
落
し
た
ら
勿
体
な
い
思
う
て
、
ズ
ー
と
吸
う
た
ら
甘

露
の
味
が
し
た
」

○「
そ
ん
な
ア
ホ
な
事
す
な
い
な
」

●「
そ
っ
た
ら
も
う
し
、
こ
な
い
言
い
ま
す
ね
ん
。

『
あ
ん
た
、定
め
し
こ
の
島
に
お
馴
染
み
が
お
ま
す
の
や
ろ
け
ど
も
、そ
の
お
馴
染
み

が
出
来
ん
の
で
、
大
方
こ
と
か
け
に
き
ら
し
て
、
お
く
ん
な
は
っ
た
ん
や
ろ
。
あ

ん
た
、
こ
れ
切
り
掃
い
た
ら
、
イ
ヤ
で
お
ま
す
』

て
、
こ
な
い
言
い
や
が
ん
ね
ん
。
わ
た
い
言
い
よ
う
な
い
さ
か
い
に
、

『
別
に
掃
け
し
ま
へ
ん
け
ど
も
、
箒
屋
町
に
お
ば
は
ん
が
一
人
お
ま
す
ね
ん
』」

○「
よ
う
そ
ん
な
ア
ホ
な
事
言
う
た
な
、
お
い
」

●「
嬉
し
く
な
い
姉
貴
が
な
、

『
こ
ん
な
と
こ
で
、
イ
チ
ャ
イ
チ
ャ
言
う
の
い
や
。
一
人
身
の
私
が
た
ま
ら
ん
わ
。

二
階
へ
行
き
な
な
れ
』

『
そ
れ
み
な
は
れ
、
お
か
あ
ち
ゃ
ん
に
、
た
ん
と
叱
ら
れ
ま
し
た
わ
。
そ
し
た
ら
二

階
へ
行
き
ま
ひ
ょ
か
、
こ
ち
の
　

ぬ
し主　』

て
、
こ
な
い
言
い
や
が
ん
ね
ん
、
も
う
し
。
煙
草
一
服
吸
い
つ
け
て
も
ろ
う
た
ば
か

り
で
、『
こ
ち
の
　

ぬ
し主　』
で
や
す
と
、
ホ
ホ
ホ
。
有
難
い
お
こ
と
ば
や
お
ま
へ
ん
か
。
ハ

ア
、
わ
た
い
ど
っ
ち
向
い
て
る
」

○「
座
っ
て
る
方
角
も
わ
か
っ
た
ら
へ
ん
の
や
が
な
」

●「
ど
う
ぞ
、
お
っ
さ
ん
、
母
者
人
か
ら
預
け
て
あ
る
あ
の
お
金
で
、
身
請
け
し
て
も
ら

え
ま
へ
ん
か
や
ろ
か
」

○「
よ
し
。
そ
の
位
お
前
が
思
い
詰
め
て
い
る
女
子
や
っ
た
ら
、身
請
け
し
て
や
ろ
う
じ
ゃ

が
、
し
か
し
、
そ
の
女
子
の
気
が
分
か
ら
ん
。
い
っ
ぺ
ん
気
引
い
て
こ
い
」

10
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●「
ヘ
エ
、
気
引
く
っ
ち
ぃ
ま
す
と
」

○「
な
に
く
わ
ん
顔
し
て
行
け
」

●「
そ
ら
わ
て
、
何
も
食
べ
ず
に
行
き
ま
」

○「
何
も
食
べ
ず
に
行
く
の
や
な
い
。
心
配
そ
う
に
、
お
前
が
ふ
さ
い
で
行
け
。
そ
ん
な

深
い
仲
や
っ
た
ら
、
あ
ん
た
え
ら
い
心
配
そ
う
に
し
て
な
は
る
が
、
ど
な
い
ぞ
し
な

は
っ
た
ん
か
と
、
聞
き
よ
る
に
違
い
な
い
。
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
こ
う
言
え
。
仕
事
場

で
今
日
、
友
達
と
喧
嘩
し
た
。
わ
ず
か
な
こ
と
ば
の
意
地
張
か
ら
、
有
り
合
わ
し
た

る
刃
物
を
投
げ
た
ら
、
当
た
り
所
が
悪
う
て
、
友
達
が
死
ん
で
し
も
う
た
。
人
を
殺

し
た
ら
、
生
き
て
い
ら
れ
ん
。
俺
は
い
っ
そ
死
ん
で
し
ま
お
う
と
思
う
。
俺
が
死
ん

だ
ら
、
今
日
が
命
日
と
思
う
て
、
香
花
の
一
本
も
手
向
け
て
く
れ
、
こ
う
言
え
。
ア

ア
左
様
か
と
言
う
よ
う
な
女
子
や
っ
た
ら
、
あ
か
ん
。
あ
ん
た
が
そ
う
い
う
場
合
な

ら
、
わ
た
し
も
一
緒
に
心
中
を
と
言
う
た
ら
、
し
め
た
も
ん
じ
ゃ
。
四
ツ
橋
あ
た
り

へ
引
っ
張
っ
て
行
け
。
川
へ
行
け
、
川
へ
。
南
無
阿
弥
陀
仏
と
、
飛
び
込
も
う
と
し

た
ら
、
心
底
見
え
た
女
房
共
と
、
家
へ
引
っ
張
っ
て
帰
っ
て
お
い
で
。
そ
の
位
な
心

意
気
の
あ
る
女
子
や
っ
た
ら
、
な
ん
ぼ
借
金
が
あ
ろ
う
と
も
、
俺
が
き
れ
い
に
立
て

金
し
て
や
る
わ
」

●「
ヤ
ハ
ハ
ハ
、
お
っ
さ
ん
、
ホ
ン
マ
で
や
す
か
」

○「
フ
ン
」

●「
き
っ
と
言
い
ま
っ
せ
。
け
ど
後
で
そ
ら
嘘
や
っ
た
て
な
こ
と
言
う
て
、
あ
ん
た
逃
げ

な
は
ら
へ
ん
か
」

○「
駄
目
お
す
な
い
。
わ
し
が
一
旦
こ
う
言
い
出
し
た
ら
、
一
寸
も
後
へ
引
か
ん
わ
」

●「
そ
ら
、
後
へ
引
け
ん
わ
。
後
ろ
壁
や
」

○「
ア
ホ
な
事
言
う
な
い
。
し
か
し
、
お
前
に
言
う
と
く
が
、
　

つ
じ
う
ら

辻
占
　
　

け
ん
と
く

見
徳
　と
い
う
こ
と
が

あ
る
で
。
行
く
道
で
や
な
、
え
え
辻
占
を
耳
に
し
た
ら
会
う
と
い
て
や
が
、
悪
い
辻

占
を
聞
く
よ
う
な
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
ら
、
も
う
会
わ
ず
に
帰
っ
と
い
で
。
わ
か
っ
た
か
。

待
ち
待
ち
。
ど
う
せ
そ
ん
な
こ
と
や
っ
た
ら
、
小
遣
い
も
な
い
の
や
ろ
。
サ
ア
、
こ

れ
持
っ
て
行
き
」

と
、
粋
な
お
っ
さ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
な
。
小
遣
い
ま
で
あ
て
ご
う
て
、
放
り
出

し
た
。
喜
び
勇
ん
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
難
波
新
地
、
色
町
に
か
か
り
ま
す

る
。
い
つ
に
変
わ
ら
ず
賑
や
か
な
こ
と
。

（
囃
子
）唄

辻
占
屋
、
松
葉
か
ん
ざ
し
畳
算

「
瓢
箪
山
稲
荷
の
辻
占
屋
で
ご
ざ
い
」

●「
姉
貴
、
こ
ん
ば
ん
わ
」

△「
マ
ア
お
い
で
や
す
。
お
久
し
ぶ
り
で
す
こ
と
マ
ア
、源
さ
ん
、ど
う
し
て
。
ち
ょ
っ
と

こ
れ
、
お
ち
よ
や
ん
、
座
蒲
団
持
っ
と
い
て
ん
か
。
マ
ア
あ
ん
た
が
長
い
こ
と
顔
見

せ
て
や
な
い
の
で
、
梅
乃
は
ん
が
毎
日
う
ち
へ
来
て
、
あ
ん
た
の
事
言
い
通
し
。
仰

山
の
ろ
け
聞
か
さ
れ
て
ま
ん
の
、
随
分
お
ご
っ
て
も
ら
わ
ん
な
ら
ん
の
。
ハ
ア
、
よ

ろ
し
お
ま
す
。
す
ぐ
に
呼
び
に
や
り
ま
。
コ
レ
お
ち
よ
や
ん
、
わ
か
っ
た
あ
る
か
。

出
来
な
ん
だ
ら
、
貰
い
掛
け
て
。
で
、
源
さ
ん
が
来
て
は
る
と
耳
へ
入
れ
な
は
れ
や
。

サ
、
ど
う
ぞ
二
階
へ
お
上
が
り
」

●「
有
難
う
、
上
げ
て
も
ら
う
わ
」

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
。

●「
ぼ
て
や
商
売
っ
て
の
は
、
い
つ
で
も
え
え
も
ん
や
な
ぁ
。
こ
こ
の
姉
貴
が
お
世
辞
も

ん
と
き
て
け
つ
か
る
。
姉
貴
こ
う
し
て
ん
か
っ
た
ら
、
い
や
と
言
い
よ
ら
ん
な
ぁ
。

今
夜
泊
る
わ
っ
た
ら
、
ハ
ア
え
え
で
ぇ
な
あ
。
二
三
日
居
続
け
す
る
わ
っ
た
ら
、
ハ

ア
え
え
で
ぇ
な
あ
。
何
で
も
、
え
え
で
ぇ
な
あ
。
詰
ま
ら
ん
さ
か
い
ち
ょ
っ
と
節
季

の
払
い
待
っ
て
や
、
ハ
ア
え
え
…
…
、
そ
ら
言
わ
ん
わ
い
な
あ
。
あ
い
つ
言
い
よ
る

と
ホ
ン
え
え
の
や
け
ど
。
し
か
し
待
て
ぇ
よ
。
梅
乃
が
来
る
わ
、
こ
う
こ
う
い
う
訳

や
で
っ
た
ら
、
び
っ
く
り
す
る
や
ろ
な
。
心
配
さ
す
の
ん
可
愛
そ
う
な
な
。
け
ど
、

お
っ
さ
ん
の
命
令
や
、
し
ょ
う
な
い
な
あ
。

『
あ
ん
た
が
そ
う
い
う
場
合
な
ら
、
あ
ん
た
ば
か
り
殺
さ
し
ま
へ
ん
。
わ
た
し
も
一

11
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緒
に
心
中
を
』

と
言
う
よ
る
で
。
ヘ
ヘ
ヘ
、
明
日
か
ら
、

『
か
か
』

『
ハ
ア
あ
な
た
』

て
ぇ
な
も
ん
で
、
円
満
な
る
家
庭
、
作
っ
た
ら
ん
な
ら
ん
。
ア
レ
な
ん
じ
ゃ
、
こ
こ

に
辻
占
が
落
ち
て
あ
る
で
。
お
っ
さ
ん
言
う
て
た
。
辻
占
見
徳
が
肝
心
や
、
え
え
辻

占
な
ら
会
う
て
こ
い
、
悪
い
辻
占
な
ら
会
わ
ず
に
帰
れ
ち
ゅ
言
い
お
っ
た
な
。
梅
乃

の
心
底
は
こ
の
辻
占
に
あ
り
ち
ゅ
う
や
つ
や
。
ど
ん
な
こ
と
書
い
て
あ
る
か
見
て
や

ろ
。
な
に
、

ど
ふ
ぞ
ど
ふ
ぞ
…
…

け
っ
た
い
な
辻
占
や
な
。
ア
ど
う
ぞ
ど
う
ぞ
か
、

来
て
く
れ
ね
ば
よ
い

と
、
フ
ン
馬
鹿
に
す
な
い
。
悪
い
辻
占
が
出
や
が
ん
ね
。
た
の
ん
ま
っ
せ
、
ホ
ン
マ

に
。
ア
、
こ
こ
に
ま
た
落
ち
て
あ
る
。
あ
ら
人
の
見
た
や
つ
や
。
こ
れ
は
昆
布
に
巻

い
た
な
り
や
。
ハ
ハ
、
昆
布
だ
け
つ
け
ね
か
、
梅
乃
の
昆
布
や
と
思
う
た
ら
、
よ
け

い
美
味
い
わ
い
。
梅
乃
の
心
底
は
こ
の
辻
占
に
あ
り
。
　

け
ん
げ
ん

乾
元
　
　

こ
う
り
　

亨
利
　、
乾
元
亨
利
、
ど

う
ぞ
え
え
辻
占
が
出
ま
す
よ
う
に
。
な
に
、

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
…
…

か
、
嬉
し
い
な
あ
、

見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、
け
つ
た
い
な
顔

ワ
ア
ー
馬
鹿
に
す
な
い
。
ロ
ク
な
辻
占
出
や
が
ら
へ
ん
ね
」

（
囃
子
）

●「
ホ
ウ
隣
座
敷
、し
ん
ね
こ
も
ん
で
、粋
な
世
界
や
な
。
調
子
合
わ
し
て
け
つ
か
る
。
よ

し
、
隣
座
敷
に
弾
く
三
味
線
、
こ
れ
を
見
徳
に
聞
い
て
や
ろ
」

唄

か
わ
い
男
に
逢
坂
の
、
関
よ
り
つ
ら
い
世
の
な
ら
い

●「
マ
隣
で
弾
い
て
る
の
は
、
あ
ら
『
由
縁
の
月
』
や
な
。
か
わ
い
男
に
逢
坂
の
、
関
よ

り
つ
ら
い
世
の
な
ら
い
、
え
え
な
あ
。
い
っ
ぺ
ん
、
中
の
芝
居
で
見
た
で
、
こ
れ
。

弾
く
わ
、
弾
く
わ
、
あ
の
唄
で
思
い
出
す
、
　

こ
ぞ

去
年
　の
月
見
は
吉
田
屋
で
、
太
夫

と
わ
し
と
連
れ
弾
き
に
、
弾
い
た
時
の
面
白
さ
。
そ
の
弾
く
主
は
変
わ
ら
ね
ど
、

変
っ
た
は
わ
し
が
身
の
上
、
あ
い
つ
の
心
底
あ
の
よ
う
に
、
マ
ア
ど
う
と
は

な
ん
て
、
こ
れ
か
ら
奥
に
、
え
え
文
句
あ
る
で
。
人
の
心
と
飛
鳥
川
、
変
わ
る
は
勤

め
の
な
ら
い
じ
ゃ
も
の
、
変
わ
ら
い
で
な
ん
と
し
ょ
う
。
お
や
ぁ
、
こ
ら
辻
占
が
い

か
ん
で
え
。
人
の
心
と
飛
鳥
川
、
変
わ
る
は
勤
め
の
な
ら
い
じ
ゃ
も
の
、
そ
し
た
ら

梅
乃
は
勤
め
の
身
や
、
あ
か
ん
。
心
の
変
っ
た
梅
乃
を
ば
、
あ
ん
け
ら
か
ん
と
待
っ

て
い
よ
う
よ
り
、
い
っ
そ
逢
わ
ず
に
い
ん
で
や
ろ
う
か
」

唄

待
た
し
ゃ
ん
せ

●「
エ
エ
」唄

源
太
さ
ん
、
お
前
と
一
体
、
こ
う
な
っ
た
は
並
大
抵
の
こ
と
か
い
な

●「
お
っ
し
ゃ
る
通
り
。
こ
う
な
っ
た
の
は
、
並
大
抵
の
仲
や
な
い
が
な
。
母
者
人
に
は

心
配
か
け
、
お
っ
さ
ん
に
は
意
見
せ
ら
れ
、
世
間
に
は
義
理
の
悪
い
借
金
し
て
、
苦

労
し
て
る
仲
や
が
な
。
い
ま
や
っ
た
の
が
、
あ
ら
梶
原
源
太
や
で
。
お
れ
の
商
売
が

鍛
冶
屋
で
名
が
源
や
ん
。
向
う
の
相
方
が
神
崎
の
梅
が
枝
、
俺
の
相
方
が
神
崎
屋
の

梅
乃
。
梶
原
源
太
、
鍛
冶
屋
の
源
や
ん
。
神
崎
の
梅
が
枝
、
神
崎
屋
の
梅
乃
。
辻
占

す
っ
く
り
合
う
て
け
つ
か
る
。
な
ん
て
間
が
い
ん
で
し
ょ
。
待
て
よ
。
そ
ら
え
え
け

ど
も
肝
心
の
梅
乃
、
遅
す
ぎ
る
な
あ
。
も
う
来
ん
な
ら
ん
時
間
や
が
、
ハ
ハ
ア
、
遅

い
と
こ
ろ
み
る
と
、
こ
ら
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
よ
そ
へ
花
に
い
っ
と
ん
の
や
な
。
貰

い
掛
け
た
っ
て
こ
と
な
ら
、
あ
か
ん
で
。
貰
い
掛
け
た
女
子
に
出
来
た
た
め
し
な
し

や
。
む
こ
か
て
、
嫌
味
の
一
つ
も
言
わ
れ
と
る
。

『
オ
イ
、
貰
い
が
掛
か
っ
た
、
行
っ
と
い
で
』

『
わ
た
い
、
行
く
の
い
や
や
わ
』

義
理
に
で
も
言
わ
ん
な
ら
ん
。

『
な
に
ぬ
か
し
て
ん
ね
ん
、
好
き
な
人
が
来
て
る
の
や
ろ
』

12
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『
好
き
な
人
っ
た
ら
、
わ
た
い
一
人
し
か
あ
ら
し
ま
へ
ん
わ
』

『
そ
の
一
人
の
人
が
来
て
る
の
や
ろ
』

『
そ
の
一
人
っ
た
ら
、
あ
ん
た
よ
り
他
に
あ
ら
し
ま
へ
ん
が
な
』

『
ホ
ン
マ
か
い
な
』

『
ホ
ン
マ
だ
ん
が
な
』

『
可
愛
い
奴
っ
ち
ゃ
、
こ
っ
ち
ぃ
寄
り
い
な
』

っ
て
な
こ
と
言
う
て
、
い
ち
ゃ
つ
い
て
や
し
ょ
ま
い
か
な
」

唄

世
話
焼
か
し
ゃ
ん
す
な
あ
、
お
前
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ゃ
し
ょ
ま
い

●「
そ
れ
な
ん
ぬ
か
す
ね
ん
。
世
話
焼
か
し
ゃ
ん
す
な
、
お
前
さ
ん
の
お
世
話
に
な
り
ゃ

し
ょ
ま
い
と
は
、
な
に
、
な
に
一
つ
言
い
や
が
ん
ね
ん
。
世
話
焼
い
て
な
い
か
、
羽

織
買
う
て
く
れ
、
芝
居
行
か
せ
て
く
れ
、
小
遣
い
く
れ
と
、
散
々
世
話
を
や
い
て
あ

る
ぞ
よ
」唄

カ
ラ
ッ
ケ
ツ
の
空
財
布
、
財
布
は
カ
ン
カ
ン
、
い
か
の
ぼ
り

●「
そ
れ
何
ぬ
か
し
て
や
が
ん
ね
ん
。
今
は
こ
う
し
て
カ
ラ
に
な
っ
た
わ
い
。
こ
れ
で
も

元
は
一
杯
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
い
。
お
の
れ
に
入
れ
て
、
入
れ
揚
げ
て
し
も
う
た
結
果
が
、

こ
な
い
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ
い
。
そ
ん
な
水
臭
い
こ
と
ぬ
か
し
た
ら
、
こ
れ
か
ら
家
に

帰
っ
て
、
お
っ
さ
ん
に
こ
の
訳
言
う
て
、
も
っ
と
え
え
女
子
を
身
請
け
し
て
も
ろ
う

て
、
お
の
れ
と
こ
の
表
を
手
ひ
い
て
、
通
っ
て
や
る
ぞ
よ
」

唄

こ
ち
ゃ
か
ま
や
せ
ぬ
、
い
と
や
せ
ぬ

●「
あ
あ
言
や
、
こ
う
言
う
、
ク
ソ
ッ
タ
レ
め
が
」

気
が
　

か
み上　ず

っ
て
や
す
、
慌
て
て
梯
子
段
の
降
り
際
ま
で
行
た
か
と
思
う
と
、
足

を
一
つ
踏
み
か
ぶ
っ
て
、
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
、
ド
ス
ン
。

△「
マ
ア
マ
ア
ち
ょ
っ
と
源
さ
ん
、何
事
だ
ん
ね
ん
。
え
ら
い
音
さ
し
て
。
あ
ん
た
も
　

よ
つ
ぽ
ど

余
程
　

お
上
り
さ
ん
や
し
な
」

●「
ナ
ニ
、
今
日
、
京
都
か
ら
下
り
下
り
や
が
な
」

（
後
囃
子
）

　　

13
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３

　『
高
津
の
富
籤
』
笑
福
亭
枝
鶴

ニ
ッ
ト
ー
レ
コ
ー
ド
　Ｌ
81

（
前
囃
子
）

エ
ー
、
大
川
町
に
宿
屋
さ
ん
の
沢
山
ご
ざ
り
ま
し
た
時
分
の
お
噂
を
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
す
。

宿
屋
商
売
、
気
苦
労
な
商
売
で
、
夕
景
に
は
表
の
方
を
清
潔
に
い
た
し
ま
し
て
、

何
で
も
え
え
お
客
様
を
迎
え
ん
な
ら
ん
。
待
っ
て
ま
す
る
と
こ
ろ
へ
、
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
の
は
、
年
の
頃
は
五
十
五
、
六
で
も
ご
ざ
り
ま
し
ょ
う
か
、
田

舎
風
の
方
で
、

■「
ハ
イ
、
御
免
な
さ
れ
や
」

○「
お
越
し
あ
そ
ば
せ
」

■「
お
前
様
と
こ
は
宿
屋
さ
ん
じ
ゃ
な
」

○「
ヘ
イ
お
見
か
け
通
り
、
旅
籠
渡
世
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
」

■「
な
に
か
、
一
人
で
も
泊
め
て
も
ら
え
る
の
か
い
な
」

○「
モ
ウ
お
一
人
様
が
お
半
分
様
で
も
結
構
で
」

■「
お
半
分
、
エ
エ
兎
に
角
も
厄
介
に
な
る
こ
と
に
し
ょ
う
」

○「
ど
う
ぞ
お
し
ま
い
下
さ
い
ま
す
る
よ
う
に
」

■「
ち
ょ
っ
と
金
の
取
引
き
が
あ
っ
て
、こ
っ
ち
へ
出
て
き
た
。
五
日
と
思
う
て
る
が
、十

日
も
厄
介
に
な
る
か
わ
か
ら
ん
」

○「
ど
う
ぞ
ご
ゆ
っ
く
り
と
」

■「
な
に
か
、
十
日
も
い
よ
う
と
思
う
と
、
前
も
っ
て
五
十
両
と
百
の
お
金
は
預
け
と
か

ん
な
ら
ん
じ
ゃ
ろ
な
」

○「
畏
れ
入
り
ま
す
。
こ
ん
な
小
ち
ゃ
な
宿
屋
で
ご
ざ
り
ま
す
る
が
、
幾
日
逗
留
し
て
い

た
だ
き
ま
し
て
も
、
勘
定
は
お
立
ち
の
節
に
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
結
構
で
」

■「
イ
ヤ
、
兎
に
角
も
厄
介
に
な
る
こ
と
に
し
ょ
う
」

○「
ど
う
ぞ
お
し
ま
い
下
さ
い
ま
す
る
よ
う
。
コ
レ
、
あ
の
　

だ
ん
さ
ん

旦
様
　の
お
す
す
ぎ
を
お
と
り

申
せ
」

■「
イ
ヤ
イ
ヤ
雪
駄
履
い
て
ま
す
で
、
足
は
汚
れ
た
な
い
。
手
拭
を
一
つ
貸
し
と
く
れ
」

△「
旦
様
、
こ
れ
に
」

■「
ア
ア
そ
う
か
、
は
ば
か
り
さ
ん
。
間
は
ど
こ
じ
ゃ
な
」

○「
二
階
へ
ご
案
内
申
し
」

△「
旦
様
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
へ
」

■「
ア
ア
そ
う
か
、
ア
ー
や
れ
や
れ
こ
れ
で
落
ち
着
き
ま
し
た
」

○「
有
難
う
さ
ん
で
ご
ざ
り
ま
す
。
ぶ
ぶ
を
い
れ
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
ぶ
ぶ
を
一
つ
」

■「
そ
う
か
、
よ
ば
れ
ま
し
ょ
う
。
マ
マ
こ
っ
ち
へ
来
て
一
服
し
な
さ
れ
。
こ
の
頃
は
ど

う
じ
ゃ
な
」

○「
お
か
げ
　

さ
ん様　と

、
ぼ
ち
ぼ
ち
」

■「
イ
ヤ
ナ
ニ
、
商
売
や
と
て
な
、
ぼ
ち
ぼ
ち
な
ら
結
構
じ
ゃ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
今

も
言
う
た
通
り
な
、
ち
ょ
っ
と
エ
エ
二
万
両
程
の
取
引
き
が
あ
っ
て
、
こ
っ
ち
へ
出

て
来
た
。
金
の
こ
と
五
日
が
十
日
、
十
日
が
半
月
と
長
引
く
か
わ
か
ら
ん
。
イ
ヤ
イ

ヤ
こ
ん
な
み
す
ぼ
ら
し
い
風
を
し
て
る
で
な
、
何
じ
ゃ
い
な
と
思
う
て
じ
ゃ
ろ
が
な
、

実
は
わ
し
は
因
州
鳥
取
の
在
の
者
で
、
所
で
は
少
々
金
持
ち
じ
ゃ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ

ハ
。
イ
ヤ
イ
ヤ
我
が
口
か
ら
言
う
の
も
お
か
し
い
が
、
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
じ
ゃ
。

ア
ア
こ
り
ゃ
話
の
つ
い
で
じ
ゃ
が
な
、丁
度
こ
っ
ち
へ
来
る
一
か
月
ほ
ど
前
の
事
、夜

中
に
若
い
者
が
ワ
ア
ワ
ア
、
ワ
ア
ワ
ア
言
う
て
る
の
で
、
何
事
が
起
っ
た
知
ら
ん
と

出
て
み
る
と
な
、
皆
が
向
う
鉢
巻
、
手
ん
手
に
割
木
を
提
げ
て
る
で
、

『
コ
レ
ど
う
し
た
も
ん
じ
ゃ
い
な
、
仰
々
し
い
』

『
旦
様
、
お
さ
ま
っ
て
ご
ざ
る
と
こ
ろ
や
ご
ざ
り
ま
せ
ん
。
賊
が
ま
い
り
ま
し
た
』

14
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『
な
ん
じ
ゃ
賊
じ
ゃ
。
賊
言
う
た
ら
盗
人
様
じ
ゃ
が
な
、
金
が
欲
し
い
て
ご
ざ
っ
た

ん
じ
ゃ
ろ
。
も
し
手
向
い
し
て
怪
我
で
も
し
た
ら
ど
う
す
る
。
金
で
命
は
買
わ
れ

や
せ
ん
。
入
っ
て
持
っ
て
い
ん
で
も
ら
え
』

誰
一
人
と
し
て
表
開
け
に
出
る
者
が
な
い
。
わ
し
が
庭
へ
飛
ん
で
下
り
て
な
、
大
戸

ビ
ュ
ー
と
開
い
た
ら
、な
ん
と
賊
が
十
七
人
、ド
ヤ
ド
ヤ
と
入
っ
て
来
よ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
金
蔵
へ
案
内
し
た
ら
、
サ
ア
運
び
よ
っ
た
運
び
よ
っ
た
な
。
そ
う
こ
う
す
る
内

に
東
が
ジ
イ
ー
と
白
ん
で
来
た
ら
、
コ
ト
ッ
と
一
人
も
来
ん
よ
う
に
な
っ
た
。
エ
エ

イ
賊
も
我
が
身
が
怖
い
と
見
え
て
、
夜
が
明
け
た
ら
一
人
も
来
ん
わ
い
。
し
か
し
金

は
な
ん
ぼ
程
持
っ
て
い
ん
で
く
れ
た
知
ら
ん
、
こ
な
い
思
う
て
な
、
金
蔵
へ
入
っ
て

調
べ
た
と
こ
が
、
あ
か
ん
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
千
両
箱
が
た
っ
た
七
十
五
し
か
へ
っ

た
な
い
の
じ
ゃ
が
。
賊
も
欲
の
無
い
も
の
じ
ゃ
な
い
か
い
な
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

○「
エ
ー
ッ
、
千
両
箱
が
七
十
五
と
は
畏
れ
入
り
ま
す
な
」

■「
こ
れ
も
話
の
つ
い
で
、
丁
度
こ
っ
ち
へ
来
る
十
日
程
前
の
事
や
。
女
中
ど
も
が
無
精

し
よ
っ
て
な
、

『
旦
様
、
漬
物
の
重
し
が
丸
う
て
持
ち
に
く
ご
ざ
り
ま
す
、
何
ぞ
持
ち
よ
い
も
ん
』

ふ
っ
と
思
い
付
い
て
千
両
箱
十
放
り
出
し
と
い
た
。
夕
景
に
な
る
と
一
つ
ず
つ
減
る

の
じ
ゃ
。
ハ
テ
不
思
議
な
な
、
何
で
減
る
か
し
ら
ん
。
減
る
は
ず
や
、
出
入
り
の
者

が
出
て
来
て
、い
に
が
け
に
は
一
つ
ず
つ
担
げ
て
帰
り
よ
る
の
じ
ゃ
が
、銭
の
無
い
者

ち
ゅ
も
の
は
、
浅
ま
し
い
心
に
な
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
か
い
な
、
ハ
ハ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
」

○「
ウ
エ
ッ
、
漬
物
の
重
し
が
千
両
箱
と
は
畏
れ
入
り
ま
す
。
ア
ッ
旦
様
、
そ
の
お
こ
と

ば
に
付
け
込
む
の
や
ご
ざ
り
ま
せ
ん
の
や
が
、
私
の
方
も
こ
ん
な
　

ち
い小　さ

な
宿
屋
し
て

お
り
ま
す
。
宿
屋
だ
け
で
会
計
が
た
ち
ま
せ
ん
で
、
こ
の
頃
で
は
あ
ち
ら
の
周
旋
、

こ
ち
ら
の
世
話
を
さ
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
今
度
、
エ
ー
高

津
へ
さ
し
て
富
が
出
来
ま
し
て
な
、
マ
富
の
札
を
売
ら
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

ね
が
、
日
が
明
日
に
な
っ
て
一
枚
残
っ
た
ん
で
す
ね
。
な
ん
と
御
無
体
が
願
え
ん
も

ん
で
し
ょ
う
か
。
旦
様
の
よ
う
な
勢
い
の
え
え
方
じ
ゃ
っ
た
ら
当
る
じ
ゃ
ろ
と
思
い

ま
す
で
が
。
こ
れ
で
お
ま
す
。
番
号
が
よ
ろ
し
い
。
エ
ー
、
子
の
千
三
百
六
十
五
番
。

え
え
番
号
で
す
が
、
な
ん
と
一
つ
御
無
体
が
」

■「
ア
ア
そ
う
か
、
で
そ
ら
一
体
ど
な
い
な
る
ね
ん
」

○「
一
番
が
千
両
で
、
二
番
が
五
百
両
、
三
番
が
三
百
両
と
い
う
籤
が
ご
ざ
り
ま
す
ね
ん
」

■「
フ
ム
、
そ
う
す
る
と
わ
し
に
一
番
が
当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
、
千
両
さ
え
あ
げ
た
ら
堪

忍
し
て
も
ら
え
る
の
か
え
」

○「
ウ
ッ
何
お
っ
し
ゃ
る
、
い
え
千
両
ち
ゅ
の
は
向
う
か
ら
く
れ
ま
す
の
で
」

■「
ア
ア
く
れ
る
の
か
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
わ
ず
か
千
両
位
の
金
、
邪
魔
に
な
っ
て
ど

も
な
ら
ん
。
も
う
そ
ら
お
こ
」

○「
旦
様
で
は
わ
ず
か
で
ご
ざ
り
ま
し
ょ
が
、
我
々
千
両
ち
ゅ
い
ま
し
た
ら
、
た
い
し
た

も
ん
で
お
ま
す
が
、
何
と
一
つ
御
無
体
が
」

■「
ア
ア
そ
う
か
、
そ
ん
で
、
そ
ら
な
ん
ぼ
あ
げ
た
ら
え
え
ね
ん
」

○「
一
分
で
お
ま
す
」

■「
一
分
。
一
分
ち
ゅ
う
や
小
ち
ゃ
な
額
が
一
つ
、
そ
れ
で
え
え
の
か
え
」

○「
へ
へ
」

■「
そ
ん
な
ん
な
ら
賽
銭
の
残
り
が
。
オ
ッ
と
あ
っ
た
あ
っ
た
、
そ
れ
あ
げ
ま
し
ょ
う
」

○「
こ
の
札
を
」

■「
い
や
い
や
、
も
そ
ん
な
も
ん
い
り
ゃ
せ
ん
。
仰
山
の
中
、
当
た
り
そ
う
な
こ
と
な
し
、

当
た
っ
た
と
こ
ろ
で
僅
か
千
両
位
、
ハ
ハ
、
邪
魔
く
さ
い
。
も
う
お
こ
」

○「
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
け
ど
」

■「
そ
う
か
、
ほ
ん
な
ら
マ
、
こ
れ
も
ろ
う
と
い
て
鼻
紙
に
で
き
る
。
そ
の
代
わ
り
ど
れ

が
当
た
っ
て
も
、
半
分
は
お
前
様
に
あ
げ
る
と
し
と
こ
か
」

○「
半
分
ち
ゅ
い
ま
す
と
」

■「
千
両
な
ら
五
百
両
、
五
百
両
な
ら
二
百
五
十
両
、
三
百
両
な
ら
百
五
十
両
じ
ゃ
」

○「
エ
ッ
、
そ
れ
を
私
が
い
た
だ
け
ま
す
、
こ
り
ゃ
沢
山
に
頂
戴
し
ま
し
て
」

■「
頂
戴
し
ま
し
て
て
、ま
だ
当
た
っ
た
な
い
の
じ
ゃ
、ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
ち
ょ
っ
と
一
杯
飲
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み
た
い
。
熱
燗
に
し
て
一
本
。
で
別
に
何
で
も
か
ま
わ
ん
、
二
鉢
程
つ
け
て
、
ウ
ン

急
き
前
で
こ
し
ら
え
と
く
れ
。
え
え
か
、
は
よ
し
と
く
れ
や
、
ナ
ア
コ
レ
…
…
。
ア

ア
下
へ
降
り
よ
っ
た
か
。
エ
エ
こ
り
ゃ
迂
闊
に
法
螺
吹
け
ん
。
あ
ん
ま
り
法
螺
吹
い

た
ん
で
、
大
事
に
し
た
っ
た
一
分
取
ら
れ
て
し
も
た
。
ホ
ホ
ホ
、
明
日
か
ら
一
文
無

し
や
。
け
ど
あ
ん
だ
け
言
う
た
ら
、
ま
ん
ざ
ら
督
促
も
し
ょ
ろ
ま
い
。
え
え
加
減
に

食
い
倒
し
て
逃
げ
て
や
ろ
」

え
ら
い
無
茶
な
。

△「
旦
様
で
き
ま
し
た
」

■「
オ
オ
で
き
た
。
イ
ヤ
イ
ヤ
か
い
っ
て
酌
し
た
り
給
仕
し
て
も
ら
う
と
気
ず
つ
な
い
。

気
根
か
い
に
飲
む
で
な
、
フ
ム
用
事
が
あ
っ
た
ら
手
を
鳴
ら
す
で
、
下
へ
降
り
て
い

と
く
れ
や
」

そ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り
酒
飲
ん
で
、
と
っ
く
り
と
ご
膳
食
べ
て
、
ゴ
ロ
ッ
と
横
に

な
り
ま
し
た
。
明
く
る
日
の
朝
、
用
が
な
い
の
に
早
う
か
ら
、

■「
お
早
う
さ
ん
」

△「
オ
ッ
お
早
う
ご
ざ
り
ま
す
。
え
ろ
う
早
う
か
ら
お
目
覚
め
で
」

■「
主
は
ど
う
し
ま
し
た
な
」

△「
昨
日
か
ら
ち
ょ
っ
と
出
て
お
り
ま
す
」

■「
オ
オ
出
た
か
。
わ
し
も
昨
日
主
に
話
を
し
た
が
、二
万
両
の
口
、こ
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と

行
て
こ
う
と
思
う
。
い
ず
れ
帰
る
の
は
夕
景
じ
ゃ
。
二
階
に
何
も
無
い
け
ど
、
ち
ょ

い
ち
ょ
い
と
気
を
付
け
と
く
れ
や
」

△「
ど
う
ぞ
お
早
う
お
帰
り
」

■「
は
い
」ポ

イ
と
表
へ
出
ま
し
た
が
、
カ
ラ
ケ
ツ
で
行
く
と
こ
が
な
い
。
天
満
の
天
神
さ

ん
へ
行
た
り
、
城
の
　

ば
ん
ば
　

馬
場
　へ
行
た
り
、
道
頓
堀
う
ろ
つ
い
た
り
し
て
、
ぶ
ら
ぶ

ら
と
や
っ
て
来
ま
し
た
の
が
高
津
さ
ん
。
何
ん
し
久
し
振
り
の
富
で
ご
ざ
り
ま

す
。
境
内
は
一
杯
の
人
で
、
押
し
合
い
圧
し
合
い
し
て
お
り
ま
す
る
。
色
々
雑

多
の
商
人
が
店
を
出
し
ま
し
て
、
正
面
の
拝
殿
に
は
檜
の
台
が
あ
っ
て
、
三
方

が
乗
っ
て
、
富
籤
の
箱
が
デ
ー
ン
と
乗
っ
て
ご
ざ
り
ま
す
。
八
つ
位
の
男
の
子

に
、
熨
斗
目
の
着
付
に
は
金
襴
の
裃
を
付
け
さ
し
ま
し
て
、
錐
の
柄
の
長
い
の

を
持
っ
て
立
っ
て
お
り
ま
す
。
世
話
方
は
羽
織
袴
で
そ
こ
ら
ウ
ロ
ウ
ロ
ウ
ロ
ウ

ロ
、
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
お
り
ま
す
ね
が
、

●「
ナ
、
モ
シ
、
え
ら
い
人
気
で
す
な
」

▽「
サ
ア
久
し
振
り
で
、
え
ら
い
景
気
で
す
」

●「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
し
か
し
誰
ぞ
当
た
る
人
が
お
ま
す
ね
ん
な
」

▽「
こ
の
中
の
運
の
え
え
方
に
当
た
り
ま
す
ね
ん
」

●「
ア
ア
左
様
で
す
か
い
な
」

▽「
モ
シ
あ
な
た
も
買
う
て
な
は
る
の
ん
か
、
あ
な
た
も
、
モ
シ
あ
な
た
も
買
う
て
な
は

る
の
や
ろ
な
」

●「
ヘ
エ
、
よ
け
や
お
ま
へ
ん
け
ど
な
、
一
枚
だ
け
買
う
て
ま
ん
ね
ん
」

▽「
エ
ッ
、
あ
ん
た
一
枚
買
う
て
な
は
る
か
。
ど
ん
な
ん
で
」

●「
も
う
し
見
と
く
な
は
れ
、
こ
れ
で
す
、
ハ
ハ
ハ
、
番
号
が
よ
ろ
し
い
。
辰
の
八
百
五

十
一
番
。
こ
れ
が
わ
て
に
当
た
り
ま
」

▽「
そ
ん
な
事
わ
か
っ
て
や
す
か
」

●「
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
て
ま
ん
ね
ん
」

▽「
ヘ
エ
、
一
番
で
あ
っ
か
」

●「
い
い
え
、
一
番
当
た
り
ま
へ
ん
。
二
番
、
五
百
両
」

▽「
そ
ん
な
事
わ
か
っ
て
あ
ん
の
ん
か
い
」

●「
ヘ
エ
、
昨
夜
、
神
様
の
お
告
げ
が
あ
っ
た
ん
で
。

『
お
前
に
是
非
と
も
当
て
て
や
る
よ
っ
て
に
、
こ
れ
あ
て
に
し
て
待
っ
て
え
』」

▽「
ホ
ン
マ
で
あ
す
か
い
な
」

●「
も
う
し
コ
レ
、
富
が
当
た
っ
た
ら
、
あ
ん
た
何
を
す
る
と
思
い
な
は
る
」

▽「
そ
う
で
ん
な
、
人
の
事
で
わ
か
り
ま
へ
ん
」

16
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●「
け
ど
も
人
間
に
は
想
像
ち
ゅ
も
ん
お
ま
す
ね
ん
。
あ
ん
た
何
を
す
る
と
思
い
な
は
る
」

▽「
あ
ん
た
の
事
で
す
よ
っ
て
に
、
マ
ア
地
所
で
も
買
う
て
家
で
も
建
て
な
は
る
の
や
ろ
」

●「
イ
エ
、
そ
れ
が
違
い
ま
す
。
十
人
寄
り
ゃ
あ
十
腹
て
、
思
う
事
も
違
う
も
ん
で
あ
ん

な
。
こ
れ
五
百
両
当
た
り
ま
っ
し
ゃ
ろ
、
直
ぐ
に
ね
、
大
丸
へ
走
っ
て
行
き
ま
し
て

な
、
浜
縮
緬
一
反
買
う
て
き
ま
す
。
京
へ
さ
し
て
紺
に
染
に
や
り
ま
す
。
染
ま
っ
て

き
た
ら
、プ
ツ
ッ
と
二
つ
に
し
て
長
い
財
布
こ
し
ら
え
ま
す
、長
い
財
布
を
。
五
百
両

こ
ま
こ
い
物
に
替
え
て
も
ろ
う
て
な
、
そ
の
中
へ
ほ
り
込
ん
で
グ
ル
グ
ル
ッ
と
巻
く

ち
ゅ
と
、
大
け
さ
は
こ
の
位
お
ま
す
。
懐
へ
入
れ
る
と
、
布
袋
さ
ん
の
よ
う
に
腹
が

プ
ー
と
ふ
く
れ
て
ま
す
。
新
町
に
わ
て
の
女
子
が
一
人
出
て
ま
ん
ね
ん
。
年
が
　

テ
ン
ナ
ラ

天
並
　

二
十
二
、
丸
ぽ
ち
ゃ
で
色
の
白
い
、
髪
の
毛
が
濃
い
な
、
エ
ッ
、
笑
う
と
ち
ょ
っ
と

エ
ク
ボ
の
入
る
え
え
女
子
で
あ
」

▽「
も
う
し
、
の
ろ
け
で
あ
っ
か
」

●「
の
ろ
け
や
お
ま
へ
ん
け
ど
、
聞
き
な
は
れ
い
な
、
ハ
ハ
ハ
ハ
。
い
つ
も
は
シ
ュ
と
行

て
、
シ
ュ
と
上
る
の
に
、
久
し
振
り
で
行
く
の
に
焦
ら
し
た
り
し
ま
す
ね
ん
。
こ
っ

ち
の
方
か
ら
手
拭
肩
へ
か
け
て
、
わ
た
い
鼻
唄
も
ん
で
あ
っ
せ
。

赤
襟
…
…
」

▽「
な
ん
ち
ゅ
声
出
し
な
は
る
ね
ん
な
」

●「
さ
ん
で
は
年
季
が
長
い
、
あ
だ
な
年
増
に
ゃ
あ
　

ま
ぶ

間
夫
　が
あ
る
…
…

『
そ
ば
い
よ
う
、
い
よ
う
』

『
河
内
瓢
箪
山
辻
占
屋
で
ご
ざ
い
』」

▽「
何
を
言
う
て
な
は
る
ね
ん
」

●「
色
町
ず
ー
っ
と
流
し
た
り
ま
ん
ね
ん
。
門
口
へ
行
く
な
り
な
、

抱
い
て
寝
て
さ
え
口
舌
が
残
る
、
ま
し
て
や
格
子
の
内
と
外
…
…

と
。
わ
て
の
　

げ
ん
さ
い

衒
妻
　、
今
晩
あ
た
り
は
来
て
く
れ
る
や
ろ
な
て
、
張
店
で
火
鉢
引
き
寄

せ
て
灰
か
き
な
ら
し
て
、
火
箸
グ
サ
ッ
と
突
っ
込
ん
で
、
で
ぼ
ち
ん
の
せ
て
思
案
ら

し
い
顔
し
て
る
。
表
に
声
が
し
ま
ひ
ょ
が
な
、
好
き
な
男
の
声
す
る
と
き
は
蝶
々
の

簪
抜
け
て
出
る
ち
ゅ
う
ね
ん
。

『
ち
ょ
っ
と
お
ち
よ
や
ん
、い
ま
表
に
来
て
や
っ
た
ん
松
ち
ゃ
ん
や
違
う
の
か
。
ち
ょ
っ

と
お
ち
よ
や
ん
、
表
へ
来
て
や
っ
た
ん
松
ち
ゃ
ん
や
違
う
の
か
ち
ゅ
う
の
に
。
オ

オ
い
や
、
ま
た
居
眠
っ
て
る
わ
、
こ
の
子
。
不
景
気
な
子
、
灯
り
見
た
ら
、
じ
き

に
居
眠
る
ね
ん
が
。
起
す
と
寝
と
ぼ
け
て
、
頭
ガ
シ
ガ
シ
ガ
シ
ガ
シ
掻
い
て
る
。

手
々
で
掻
く
ね
ん
あ
ら
へ
ん
、
そ
れ
が
た
め
に
簪
が
買
う
て
あ
て
ご
う
て
あ
る
。

な
ん
で
簪
で
掻
い
て
や
な
い
ね
ん
、
手
々
で
掻
い
て
べ
べ
で
拭
き
な
は
る
し
、
い

つ
も
　

か
み
い

髪
結
　さ
ん
の
梳
き
子
は
ん
み
た
い
に
、
そ
こ
ら
油
だ
ら
け
に
な
っ
て
あ
る
や

な
い
か
。
は
よ
表
へ
行
き
ち
ゅ
の
に
、
こ
の
子
は
何
し
て
る
ね
ぇ
な
。
イ
エ
早
う

表
へ
行
き
ん
か
い
な
』

辛
気
く
そ
な
っ
て
き
て
、
自
分
が
庭
へ
パ
イ
と
飛
ん
で
下
り
て
、
高
下
駄
と
草
履
と

か
た
ち
ん
ば
に
履
い
て
、
ガ
タ
コ
ト
ガ
タ
コ
ト
、
ガ
タ
コ
ト
…
…
、
へ
へ
。

『
松
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
ど
こ
へ
行
く
ね
ん
。
ち
ょ
っ
と
ど
こ
へ
行
く
ね
ん
』」

▽「
モ
シ
、
な
に
し
な
は
ん
ね
ん
、
人
の
袂
ひ
っ
ぱ
っ
て
」

●「
『
ど
こ
へ
行
く
ね
え
な
』」

▽「
わ
て
最
前
か
ら
こ
こ
に
立
っ
て
る
が
な
」

●「
『
何
で
う
ち
の
表
、
素
通
り
す
ん
の
』」

▽「
知
ら
ん
が
な
、
わ
て
あ
ん
た
と
こ
の
表
。
放
し
な
は
れ
、
け
っ
た
い
な
人
や
な
」

●「
ヘ
ヘ
、
ち
ょ
っ
と
話
に
身
が
入
っ
た
ん
で
、
あ
ん
た
の
袂
貸
っ
て
ん
」

▽「
何
す
る
ね
ん
な
、
こ
の
人
、
け
っ
た
い
な
人
や
な
」

●「
『
ち
ょ
っ
と
松
ち
ゃ
ん
、
ど
こ
へ
行
く
ね
ん
な
』

『
ど
こ
へ
行
く
ね
ん
て
、
い
っ
ぺ
ん
回
っ
て
来
ん
ね
ん
』

『
回
っ
て
来
ん
ね
ん
あ
ら
へ
ん
や
な
い
か
、久
し
振
り
で
出
て
来
た
ら
、何
で
ス
ー
っ

と
上
っ
て
や
な
い
の
』

『
上
が
っ
て
や
な
い
て
、
わ
い
今
日
銭
無
い
が
な
』

『
オ
オ
い
や
、
ま
た
あ
ん
な
根
性
の
悪
い
こ
と
言
う
わ
。
い
つ
で
も
銭
が
無
い
か
て

17
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ス
ー
っ
と
上
ん
の
に
、
今
日
に
限
っ
て
、
そ
ん
な
根
性
の
悪
い
こ
と
言
は
ん
か
て
、

え
え
や
な
い
か
。
サ
ア
あ
ん
じ
ょ
う
す
る
よ
っ
て
、
は
よ
上
が
り
ち
ゅ
の
に
。
は

よ
上
が
り
ん
か
、
コ
レ
上
が
り
ん
か
い
な
、
上
が
り
ち
ゅ
の
に
』」

▽「
何
で
そ
な
い
に
、
わ
て
の
横
っ
腹
突
き
な
は
ん
ね
ん
な
」

●「
上
が
り
上
が
り
言
わ
れ
て
、二
階
へ
ト
ン
ト
ン
ト
ン
と
上
が
り
ま
っ
し
ゃ
ろ
な
、エ
ッ
、

部
屋
を
シ
ュ
ー
っ
と
開
け
る
ち
ゅ
う
と
、
水
屋
が
置
い
て
江
戸
火
鉢
が
あ
っ
て
、
大

き
な
座
蒲
団
が
敷
い
て
あ
る
。
そ
の
上
へ
わ
て
が
デ
ン
と
へ
た
っ
た
り
ま
ん
ね
ん
。

『
マ
ア
マ
ア
松
ち
ゃ
ん
、
え
ら
い
久
し
振
り
や
っ
た
、
ど
な
い
し
て
て
や
っ
た
ん
や
。

お
ち
よ
や
ん
、
ち
ょ
っ
と
こ
こ
へ
お
出
で
。
こ
の
簪
持
っ
て
、
お
ば
は
ん
所
へ
行

て
あ
ん
じ
ょ
う
し
と
い
で
』

お
ち
ょ
ぼ
が
簪
持
っ
て
飛
ん
で
出
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
一
両
借
っ
て
来
ま
ん
ね
ん
、

よ
ろ
し
な
。
エ
、
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
そ
の
内
か
ら
一
朱
だ
け
残
し
と
い
て
、

『
こ
れ
帳
場
へ
渡
し
と
く
れ
や
』

残
っ
た
一
朱
紙
に
包
ん
で
、

『
サ
ア
、
こ
れ
松
ち
ゃ
ん
に
礼
言
い
ま
ん
ね
ん
で
』

ヘ
ヘ
エ
、

『
こ
れ
松
ち
ゃ
ん
に
礼
言
い
ま
ん
ね
ん
で
』

あ
ん
た
、ど
う
聞
い
て
る
。
自
分
の
簪
こ
ろ
し
た
銭
を
ば
、松
ち
ゃ
ん
に
礼
言
や
ち
ゅ

ね
が
、
何
と
有
難
い
こ
と
ば
や
な
い
か
。
い
っ
ぺ
ん
こ
っ
ち
ゃ
向
き
な
は
れ
、
ど
こ

向
い
て
ね
ん
な
」

▽「
も
う
し
何
す
る
ね
ん
、
人
の
耳
引
っ
ぱ
っ
て
」

●「
ヘ
ヘ
、
あ
ん
た
余
所
見
し
て
る
」

▽「
な
ん
ぼ
余
所
見
し
た
か
て
、
耳
引
っ
ぱ
る
人
が
お
ま
す
か
い
な
」

●「
『
松
ち
ゃ
ん
、
ど
な
い
し
て
て
や
っ
た
ん
や
』

『
酒
五
十
本
ほ
ど
燗
し
て
、
茶
碗
蒸
し
百
ほ
ど
言
う
て
き
て
』

『
オ
オ
い
や
、
茶
碗
蒸
し
百
も
何
す
る
ね
ん
』

『
何
す
る
、
茶
碗
蒸
し
で
行
水
が
で
き
る
か
。
食
べ
る
の
に
決
ま
っ
て
る
』

『
食
べ
る
の
ん
わ
か
っ
て
あ
る
け
ど
、
百
も
食
べ
ら
れ
へ
ん
や
な
い
か
』

『
え
え
が
な
、
食
べ
ら
れ
へ
な
ん
だ
ら
、
朋
輩
に
食
べ
て
も
ら
い
ん
か
い
な
』

『
朋
輩
か
て
、
そ
な
い
仰
山
い
て
へ
ん
』

『
そ
ん
な
ら
近
所
へ
配
っ
と
い
で
。
茶
碗
蒸
し
の
施
行
や
が
な
』

『
マ
ア
松
ち
ゃ
ん
、
そ
ん
な
あ
ん
た
手
荒
い
こ
と
言
う
て
、
ど
う
す
る
ね
ん
。
今
晩

夜
が
更
け
た
あ
る
に
よ
っ
て
に
な
、
何
に
も
食
べ
ん
と
寝
ん
ね
し
な
は
れ
、
え
え

か
。
何
に
も
食
べ
ん
と
寝
ん
ね
し
な
は
れ
』

『
ホ
ホ
ウ
、
そ
う
す
る
と
何
か
い
な
、
わ
し
に
食
わ
す
の
ん
惜
し
い
の
ん
か
い
。
イ

イ
ヤ
わ
し
に
食
わ
す
の
ん
惜
し
い
の
ん
か
い
。
わ
し
の
口
を
ば
　

ひ飢
　じ
め
る
な
』」

▽「
何
ち
ゅ
顔
し
な
は
る
」

●「
わ
て
が
怒
っ
た
る
と
な
、

『
ア
ッ
ア
ッ
ア
ー
』」

▽「
ア
ア
ま
た
泣
い
て
る
。
一
人
で
怒
っ
た
り
泣
い
た
り
し
て
ま
っ
せ
、
こ
の
人
」

●「『
何
を
言
う
ね
ん
な
松
ち
ゃ
ん
い
ま
。
店
の
仕
切
で
さ
え
、簪
こ
ろ
し
て
こ
し
ら
え
た

ん
や
な
い
か
。
そ
れ
に
あ
ん
た
、
お
酒
の
五
十
本
に
茶
碗
蒸
し
の
百
な
ん
て
、
ど

な
い
し
て
出
来
る
い
な
』

『
ハ
ハ
ー
ン
、金
が
無
い
の
で
泣
く
の
や
な
。
金
が
無
い
の
で
泣
く
の
か
。
ハ
ン
、こ

れ
で
買
う
て
こ
い
』

こ
の
財
布
、
ポ
イ
と
ほ
り
だ
し
た
り
ま
す
と
な
、
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
走
っ
て
行
っ

て
、
拾
お
と
す
る
と
金
や
に
よ
っ
て
に
、

『
オ
オ
イ
ヤ
松
ち
ゃ
ん
、
あ
ん
た
た
ん
と
お
金
持
っ
て
な
は
ん
ね
ん
な
。
わ
か
っ
た
、

こ
の
間
住
友
は
ん
へ
賊
が
入
っ
た
っ
て
の
ん
、
あ
ん
た
賊
の
片
割
れ
や
な
い
か
』

『
賊
の
片
割
れ
。
ア
ホ
言
え
、
高
津
の
富
が
当
た
っ
た
ん
や
な
い
か
い
』

『
マ
ア
嬉
し
い
こ
と
。
あ
ん
た
ど
う
す
る
積
り
や
』

『
ど
う
の
こ
う
の
あ
る
か
い
、
親
方
呼
ん
で
証
文
持
っ
と
い
で
』

18
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一
文
も
値
切
ら
ん
と
身
請
け
し
て
、
家
一
軒
建
て
て
、
女
子
衆
の
二
人
も
置
い
て
、
朝

風
呂
丹
前
。
ヘ
ヘ
エ
、
朝
起
き
た
ら
、
楊
枝
く
わ
え
て
手
拭
肩
へ
か
け
て
、
風
呂
へ
行

き
ま
ん
ね
ん
。
帰
っ
て
来
る
と
お
酒
が
つ
か
っ
て
、
ご
馳
走
が
な
ら
ん
で
あ
る
。
差

し
向
か
い
で
一
杯
飲
み
ま
ん
ね
ん
。
酔
う
た
時
分
に
な
る
と
、

『
オ
イ
寝
よ
か
』

ゴ
ロ
っ
と
寝
ま
っ
し
ゃ
ろ
な
。
目
あ
く
と
楊
枝
く
わ
え
て
風
呂
へ
行
く
。
帰
っ
て
来

る
と
お
酒
が
つ
か
っ
て
、
ご
馳
走
が
並
ん
で
る
わ
。
ゴ
ロ
ッ
と
寝
た
わ
、
目
あ
い
た

ら
楊
枝
く
わ
え
て
風
呂
へ
」

▽「
あ
ん
た
風
呂
へ
入
っ
て
一
杯
飲
ん
で
寝
て
ば
っ
か
り
い
な
は
ん
ね
ん
。
そ
ら
富
が
当

た
っ
て
か
ら
で
あ
っ
せ
」

●「
さ
よ
う
さ
よ
う
」

▽「
当
た
ら
な
ん
だ
ら
、
ど
う
し
な
は
ん
ね
ん
」

●「
当
た
ら
な
ん
だ
ら
、
も
う
焼
き
芋
食
う
て
寝
る
」

▽「
何
を
言
う
て
な
は
る
ね
ん
」

ワ
ア
ワ
ア
言
う
て
る
間
に
時
刻
が
出
て
き
ま
し
た
。
世
話
方
が
そ
れ
へ
出
て
ま

い
り
ま
し
て
、
富
籤
の
箱
を
取
っ
て
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
振
り
ま
す
。
中
を
改
め

と
い
て
、
ガ
ラ
ー
ン
と
振
り
ま
す
。
子
供
が
錐
を
ば
ブ
ス
っ
と
付
き
込
み
ま
す
。

突
き
刺
し
た
な
り
向
う
へ
突
き
出
す
と
、
世
話
方
が
そ
の
札
取
っ
て
、

◇「
第
一
番
の
御
富
」

と
声
が
か
か
る
と
、
今
ま
で
喧
し
い
言
う
て
た
人
が
水
ま
い
た
よ
う
に
、
シ
ー

ン
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。

◇「
子
の
千
三
百
六
十
五
番
」

◎「
オ
ー
イ
」

「
あ
ん
た
、
へ
ち
ゃ
ば
ん
な
は
っ
た
な
」

◎「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
、
ス
レ
た
ん
じ
ゃ
」

「
ス
レ
た
。
わ
ず
か
の
ス
レ
や
っ
た
ら
、
金
く
れ
ま
す
。
な
ん
ぼ
ス
レ
た
ん
で
あ
す
」

◎「
た
っ
た
八
百
五
十
」

「
仰
山
ス
レ
て
ま
す
が
な
」

ま
た
ぞ
ろ
ガ
ラ
ガ
ラ
ー
ン
と
振
り
ま
す
。
ト
ー
ン
と
突
き
刺
し
て
、向
う
へ
出
す
。

◇「
第
二
番
の
御
富
」

と
声
が
か
か
る
と
、
今
ま
で
の
ろ
け
言
う
て
た
人
、

●「
ど
い
て
、
わ
て
の
番
や
。
ヘ
ヘ
ー
ン
、
サ
ア
風
呂
は
い
っ
て
一
杯
飲
ん
で
寝
る
か
、
焼

き
芋
で
辛
抱
す
る
か
の
境
目
に
な
っ
て
あ
る
ね
ん
。
サ
ア
や
っ
て
く
れ
、
ホ
ラ
」

◇「
辰
の
…
…
」

●「
ど
ん
な
も
ん
じ
ゃ
い
、
コ
ラ
」

◇「
八
百
…
…
」

●「
お
い
で
た
な
、
五
十
か
」

◇「
五
十
…
…
」

「
も
う
し
、
と
う
ど
あ
の
人
、
祈
り
だ
し
ま
し
た
で
」

●「
　

い
ち
ば
ん

一
番
　や
ろ
」

◇「
　

し
ち
ば
ん

七
番
　」

●「
ワ
ー
イ
」

「
ま
た
へ
ち
ゃ
ば
っ
た
、
こ
の
人
」

三
番
も
突
き
き
り
ま
し
て
、
大
き
い
紙
に
当
た
り
を
書
い
て
張
り
だ
し
ま
す
と
、

皆
が
ド
ヤ
ド
ヤ
と
潮
の
引
い
た
ご
と
く
。
カ
ラ
ケ
ツ
の
親
仁
さ
ん
、
ブ
ラ
ブ
ラ

と
や
っ
て
来
た
。

■「
ホ
ウ
ホ
ウ
、
え
ろ
う
人
が
…
…
。
ア
ア
昨
日
主
が
話
を
し
て
た
富
じ
ゃ
な
。
も
う
し
、

富
は
ど
う
な
り
ま
し
た
え
」

「
今
す
み
ま
し
た
」

■「
す
み
ま
し
た
か
。
当
た
り
は
」

「
向
う
に
紙
に
書
い
て
張
っ
て
お
ま
」

■「
ホ
ホ
ウ
、
立
派
に
書
き
よ
っ
た
な
。
な
る
ほ
ど
一
番
が
子
で
、
二
番
が
辰
で
、
三
番
が
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寅
。
　

え
と
が
し
ら

干
支
頭
　と
竜
虎
。
威
勢
の
え
え
も
ん
が
出
て
る
な
。
一
番
が
子
の
千
三
百
六
十

五
番
。
二
番
が
辰
の
八
百
五
十
七
番
。
三
番
が
寅
の
五
百
四
十
八
。
ワ
ア
ー
え
え
番

号
や
、ち
が
い
な
い
。
わ
し
も
買
う
た
ん
が
あ
る
ね
ん
で
、こ
れ
。
ハ
ハ
ハ
ハ
、わ
し

の
買
う
た
ん
が
子
の
千
三
百
六
十
五
番
と
、
一
番
が
子
の
千
三
百
六
十
五
番
。
エ
ッ
、

当
た
ら
ん
も
ん
や
な
あ
、
な
る
ほ
ど
。
エ
ー
二
番
が
辰
と
、
わ
し
の
ん
が
子
。
子
の

千
三
百
六
十
五
番
か
。
わ
し
の
ん
が
子
の
千
三
百
六
十
五
番
。
ハ
ハ
ー
ン
、
ち
ょ
っ

と
の
違
い
や
で
。
エ
ヘ
ン
、
子
の
千
三
百
六
十
五
番
に
子
の
千
三
百
六
十
…
…
ゴ
ゴ

ゴ
五
番
や
、
こ
れ
。
あ
れ
が
子
の
千
三
百
六
十
五
番
に
、
わ
し
の
ん
が
子
の
千
三
百

六
十
五
番
。
子
と
子
と
、
千
と
千
と
、
三
と
三
と
、
百
と
百
と
、
六
と
六
と
、
十
と

十
と
、
五
と
五
と
、
番
と
番
と
。
オ
ホ
ホ
ホ
ホ
」

「
ど
う
し
な
は
っ
て
ん
な
」

■「
ハ
ハ
ハ
、
ア
タ
タ
タ
タ
タ
…
…
」

「
な
に
」

■「
ア
タ
タ
タ
タ
タ
…
…
」

「
当
た
っ
た
。
当
た
っ
た
ら
、
い
ん
で
待
っ
て
な
は
れ
。
世
話
方
が
す
ぐ
に
金
持
っ
て

行
く
」

■「
ア
タ
タ
タ
タ
タ
。
ア
タ
タ
」

「
な
ん
で
こ
ん
な
に
震
う
ね
ん
な
」

■「
ア
タ
タ
タ
タ
タ
…
…
」

あ
わ
て
て
宿
屋
へ
帰
っ
て
来
て
、
頭
か
ら
布
団
か
ぶ
っ
て
寝
て
し
も
う
た
。
宿

屋
の
主
さ
ん
も
、
き
ま
り
ま
せ
ん
か
ら
や
っ
て
来
ま
す
る
ち
ゅ
う
と
、
も
う
す

ん
だ
後
で
、

○「
ホ
ホ
ウ
、
え
ろ
う
早
う
片
付
い
た
な
。
ホ
ホ
ウ
な
る
ほ
ど
、
一
番
が
子
で
、
二
番
が

辰
。
違
い
な
い
、
わ
し
も
旦
様
か
ら
買
う
て
も
ろ
う
た
控
が
取
っ
て
あ
ん
ね
ん
で
。

ど
れ
が
当
た
っ
て
も
半
分
…
…
、
子
の
千
三
百
六
十
…
…
。
ア
タ
タ
タ
タ
タ
」

「
ま
た
こ
ん
な
人
が
出
来
た
で
」

○「
ど
れ
が
当
た
っ
て
も
半
分
や
る
て
、
半
分
も
ろ
た
ら
五
百
両
。
五
百
両
も
ろ
た
ら
大

坂
中
の
地
所
を
買
う
て
…
…
。
そ
れ
は
え
え
け
ど
、手
が
ひ
っ
つ
い
て
取
れ
ん
が
、手

が
ひ
っ
つ
い
て
。
こ
れ
を
取
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
五
百
両
か
か
っ
た
ら
、
ほ
い
た

ら
何
に
も
な
ら
へ
ん
。
元
々
に
な
っ
て
し
ま
う
ね
ん
が
な
」

（
後
囃
子
）
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Report on Nitto Long Play Records in the Collection of the National 
Research Institute for Cultural Properties, Tokyo

Ijima  Mitsuru

　　Recording time of 10 inch short play records (78rpm) that widely popular before World War II 

was approximately 3 minutes per side. For this reason, various ways were developed to enable 

continuous recording for pieces that were longer than 3 minutes.

　　In the latter half of the 1910s Nitto, a record company in Osaka, developed a long play record 

that enabled recording for a little over 10 minutes per side. This was an epoch-making invention. 

However, while the recording system employed for ordinary records was constant angular velocity, 

the one for Nitto long play records was constant linear velocity. For this reason, a special player 

was necessary and Nitto long play record was not so popular. Now, it is extremely difficult to obtain 

proper sound of Nitto long play record whose manufacture was terminated several years after its 

development. 

　　The Department of Intangible Cultural Heritage of the National Research Institute for Cultural 

Properties, Tokyo has a collection of 16 Nitto long play records. An open lecture entitled “Record of 

Kamigata Rakugo of the Early Showa Period” （Main Hall of Heisei-kan, Tokyo National Museum, 

October 5, 2013) was held on the topic of this record. In the present report, Nitto long play records 

in the Institute’s collection are introduced with focus on the one used in the open lecture. 




